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1.はじめに

令和4年6月2日

理事長　石渡 庸介

社会福祉法人ユーアイ二十一

令和3年8月、社会福祉法人ユーアイ二十一は法人設立20周年を迎えるこ

とが出来ました。これもひとえに、地域の皆様やご家族、ボランティアの

方々、関係省庁をはじめとする皆々様のご指導、ご協力のおかげでござい

ます。誠に感謝申し上げます。

新型コロナウィルスの流行が3年に及ぶ中、各事業においては、ウィズコ

ロナ時代の新しい生活様式に対応できるよう、感染症対策を徹底し、 ICT

等を活用しながら、ご利用者・職員の各々が安心・温もり・満足を思える

ように試行錯誤してまいりました。

この事業報告は、令和3年度の活動内容についての報告を記したものであ

ります。令和3年の行動指針「新しい景色へ ～そうぞう力豊かに～」のも

と、社会福祉法人清菊会との合併や、障害者グループホームマリオの事業

譲渡に向けての準備を進め、次の20年に向けての第一歩を踏み出しました。

今年度は、踏み出した一歩を、二歩・三歩と継続していけるよう職員一同

精進してまいりますので、これまでと変わらないご指導、ご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げます。
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1.《法人基本理念》

【令和3年行動指針】

新しい景色へ　　～　そうぞう力豊かに

「太陽の家」は、ご利用者の方々の、

「安心」「温もり」「満足」を合言葉に施設運営を行ってまいります。

　　・いつも笑顔の絶えない

　　・温かな心で、ふれあいに満ち、心安らぐ

　　・生きがいをサポートし

　　・尊厳を持って生活できる環境を守り

　　・ご家族、地域との交流を基に、互いに手を携え共に歩む

　　・福祉諸制度、サービス情報提供等、身近な相談相手
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2.社会福祉法人ユーアイ二十一　事業所一覧

　　(1)第一種社会福祉事業

　　 　 特別養護老人ホーム「太陽の家」 横須賀市西浦賀 定員111名

　　 　 特別養護老人ホーム「太陽の家二番館」 横須賀市西浦賀 定員100名

　　 　 特別養護老人ホーム「太陽の家座間」 座間市座間 定員100名

　　 　 特別養護老人ホーム「太陽の家横濱羽沢」 横浜市神奈川区羽沢 定員110名

　　(2)第二種社会福祉事業

　　 　 太陽の家短期入所サービスセンター 横須賀市西浦賀 定員21名

　　 　 太陽の家二番館短期入所サービスセンター 横須賀市西浦賀 定員10名

　　 　 太陽の家座間短期入所サービスセンター 座間市座間 定員20名

　　 　 太陽の家横濱羽沢 横浜市神奈川区羽沢 定員10名

　　 　 太陽の家デイサービスセンター 横須賀市西浦賀 定員30名

　　 　 太陽の家神大寺 横浜市神奈川区神大寺 定員15名

　　 　 太陽の家安浦倶楽部 横須賀市安浦町 登録定員25名

　　 　 太陽の家馬堀倶楽部 横須賀市馬堀町 登録定員18名

　　 　 太陽の家逸見倶楽部 横須賀市東逸見町 登録定員18名

　　 　 太陽の家浦賀　看護小規模多機能 横須賀市浦賀 登録定員25名

　　 　 太陽の家浦賀　定期巡回随時対応型訪問介護看護 横須賀市浦賀

　　 　 太陽の家浦賀　無料低額宿泊施設 横須賀市浦賀 定員13名

　　 　 太陽の家浦賀ケアステーション 横須賀市浦賀

　　(3)公益事業

　　 　太陽の家居宅介護支援センター 横須賀市浦賀

　　 　浦賀地域包括支援センター 横須賀市浦賀

　　 　 太陽の家附属歯科診療所 横須賀市鴨居

　　 　 和田の里歯科診療所 三浦市初声町

　　 　 歯科診療所優会 横浜市港北区錦が丘

　　 　 シルバーハウジング　市営住宅相談派遣事業 横須賀市鴨居

　　 　 太陽の家公郷 横須賀市公郷 定員18名

　　 　 太陽の家安浦 横須賀市安浦町 定員12名

　　 　 太陽の家座間居宅支援センター 座間市座間

　　 　太陽の家鴨居ラボラトリー 横須賀市鴨居
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(1)法人管理部

①経営基盤の確立

②新しい景色へ

③IT化の推進

④職員の採用・育成、および職場環境の整備

(1)役員会等開催状況

〇理事会

3.法人本部

第3号議案　　評議員候補者、および評議員選任解任委員会の開催について

第4号議案　　評議員選任解任委員候補者について

第5号議案　　役員候補者について

第6号議案　　就業規則の改定について

第7号議案　　給与規程の改定について

第8号議案　　定款変更案について

第9号議案　　経理規程の改定について

第10号議案　 中長期計画案について

第4号議案　　定款変更案について

第2号議案　　令和2年度収支決算書について

第1回

令和3年6月3日

第1号議案　　令和2年度事業報告書について

第11号議案     評議員会の日時・議案等について

第2回

令和3年6月19日

第1号議案　　代表理事の選任について

第2号議案　　常務理事の選任について

第3号議案　　寄附の受入について

第1号議案　　社会福祉法人清菊会との合併について

第2号議案　　基本財産の組み入れについて

第3号議案　　新規事業について

第3回

令和3年10月23日

第5号議案　　歯科診療所優会改装に伴う長期設備資金借入金について

第6号議案　　太陽の家安浦倶楽部移転に伴う長期設備資金借入金について

新型コロナウィルスの影響もあり、収入については、令和2年度より若干の減少。経費の削減等にて、資金収支

差額についてはほぼ予算通りとなっていますが、安定した経営の確立のためには収入の確保が必要なため、今

年度も予算管理・遂行のために各事業のサポートを実施していきます。

障害者グループホーム・マリオの事業譲渡により、障害者福祉事業開始の準備を進め、共に生きる社会の実現

に向けて第一歩を踏み出します。また清菊会と合併に向けて、プロジェクトチームおよび事務レベルでの打ち

合わせを重ね、組織・規程等の整備を実施します。法人設立20周年記念事業についてコロナ禍の中、記念誌発

行等を行い、次の20年に向けて踏み出しました。

新型コロナウィルス感染症の流行もあり、主要な会議や研修においてWeb会議システムの活用が急速に進みま

した。また勤怠システムもクラウドを導入し、事務の効率化も図っています。データセンターにおいては、令

和4年4月1日付の組織改編において情報システム課に改編され、業務においてもよりIT化を進めることができま

した。

65歳定年制の導入、また賃金テーブルの改定を行うなど職員が長く働けるような職場環境を少しずつであるが

構築することができました。また令和4年度の人材育成課発足に向けた準備を行い、事業所と連携した採用活動

の実施、研修体制の構築を進めてることができました。
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〇評議員会

〇監事監査実施状況

第11号議案　 定款変更案について

第1号議案　　社会福祉法人清菊会との合併について

期中監査

令和3年5月19・20日令和2年度期末監査

第2号議案　　基本財産の組み入れについて

第3号議案　　新規事業について

第1号議案　　令和4年度事業計画書（案）について

第2号議案　　令和4年度収支予算書（案）について

内部統制整備状況確認

令和4年3月7日

第9号議案　　太陽の家横濱羽沢施設長就任について

第7号議案　　給与規程の改定について

第8号議案　　理事候補者について

第10号議案　 監事候補者・清水耕一の選任について

第9号議案　　監事候補者・川瀬俊夫の選任について

第8号議案　　理事候補者・中村豪の選任について

第7号議案　　理事候補者・北村明美の選任について

第6号議案　　理事候補者・佐藤晃一の選任について

第5号議案　　理事候補者・岩澤章夫の選任について

第3号議案　　理事候補者・石渡庸介の選任について

第2号議案　　令和2年度収支決算書案について

第4号議案　　理事候補者・石渡縁の選任について

第10号議案　令和3年度第4回評議員会日時・議案等について

第2号議案　　定款変更案について

第3号議案　　評議員会の日時・議案等について

第1号議案　　令和4年度事業計画書（案）について

第2号議案　　令和4年度収支予算書（案）について

第3号議案　　定款変更案について

第4回

令和4年3月12日

令和3年5月26日 監事監査報告

令和3年11月8・9日

第4回

第5回

第1回

令和3年6月19日

第4号議案　　定款細則の改定について

第5号議案　　就業規則の改定について

第6号議案　　経理規程の改定について

第4号議案　　定款変更について

第1号議案　　新規事業について　　

第2号議案　　定款変更について

第3号議案　　定款変更について

第4号議案　　理事候補者の選任について

第1号議案　　新規事業について

第2回

令和3年11月13日

第3回

令和4年2月4日

第1号議案　　令和2年度事業報告書案について
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(2)職員構成(令和4年3月31日時点)

〇法人全体

　・総職員数600名(内　常勤311名、非常勤289名)

　・平均年齢46.7歳(常勤41.1歳、非常勤52.3歳)

　・平均勤続年数5年3ヶ月(常勤5年7ヶ月、非常勤4年6ヶ月)

[職種別職員内訳]

合計

3

8

6

30

4

11

332

63

36

0

5

8

16

6

7

5

23

15

4

7

11

600

〇法人本部

　・総職員数14名(内　常勤職員8名、非常勤職員6名)

[職種別職員内訳]

令和3年度は、令和2年度末と比較し20名増加し、年度末としては初めて職員数が600人になりました。常勤比率

は約51.8％と令和2年度より0.3％の上昇。勤続年数は、5年3カ月と令和2年度と比較し0.4カ月伸び、平成26年度

以来7年ぶりに平均勤続年数が5年を超え、職員の定着がより見られた年度となりました。

1

3

職

本部長・副本部長

太陽の家 二番館 座間 羽沢 在宅系グループ 歯科

01（施設長兼務） 0 00 0

0

0

0

0

0 0

1

2

22

12

0

0

0

0

00

1

3

0

3

15

4

2

0

1

0

介護補助職員

看護職員

保健師

機能訓練指導員

管理栄養士 2

13

0

0

厨房職員

歯科医師

歯科衛生士

歯科助手(受付)

事務職員

0

0

0

車両営繕

データセンター

本部

0

0

0

7

2

0

0

0

0 5

80

5

8

2

1

0

2

7

1

0

2

4

2

3

副施設長・副グループ長

介護支援専門員

社会福祉士

生活相談員

介護職員

04

4

0

0

1

7

2

0

0

6

0

1

0

0

0

0

57

3

3

0

2

68

124 86 16

0

6

2

63

5

7

0

5

2

0

0

0

0 0

1

2

0

0

64

28

97 123

0

1

0

0

0

004

0

0

保育職員

宿直

0

3

43

0

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

5

50

1

職種
法人管理部

0

0

0

2

4

計

2

2

2

1

0

8

本部長・副本部長

人事・労務

財務・経理

合計 14 137

常勤 非常勤

総務

データセンター

部長 1 0

部長・施設長・グループ長 1 1 1 1 1 1 ２（歯科医兼務）
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〇太陽の家

　・総職員数137名(内　常勤職員73名、非常勤職員64名)

[職種別職員内訳]

〇太陽の家二番館

　・総職員数97名(内　常勤職員50名、非常勤職員47名)

[職種別職員内訳]

1 0 0 0 0 0

0 1 0歯科衛生士

副施設長 1 0

0 0

2

介護支援専門員

短期

3 0

看護職員 3 2

職種
特養

常勤 非常勤

通所

常勤 非常勤

0 0

歯科衛生士 0

常勤 非常勤

0 0

0 0

0 0

1 1

1 0

0 0

0

0 0

0 00 0機能訓練指導員 1 0

生活相談員 1 0

施設長 1 0

0 0 0 0 0

厨房職員 0 13 0 0

0

0

0

2 0 0 0 0 0 0

介護補助職員 4 0 0 1

6 56 3介護職員 39 21

0

0

2

非常勤

0

シルバー

0 0 0

管理栄養士

0 0 0

保育職員 4 0 0 0 0 0 0

車両営繕 0 7 0 0

0 0 0

事務職員 0 2

0

計 59 50 8 5 6 7 2

宿直 0 4 0 0

職種
特養 短期

常勤 非常勤 常勤 非常勤

0 0

副施設長 1 0 0 0

施設長 1 0 0 0

生活相談員 0 0 1 0

介護支援専門員 1 1 0 0

介護職員 34 20 5 4

看護職員 3 3 1 0

管理栄養士 2 0 0 0

介護補助職員 0 5 0 0

機能訓練指導員 0 1 0 1

厨房職員 1 2 0 0

車両営繕 0 4 0 0

事務員 0 2 0 0

0

計 43 42 7 5

宿直 0 3 0 0
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〇在宅系グループ・太陽の家浦賀

　・総職員数47名(内　常勤職員29名、非常勤職員18名)

[職種別職員内訳]

〇在宅系グループ・小規模多機能型住宅介護事業

　・総職員数26名(内　常勤職員10名、非常勤職員16名)

[職種別職員内訳]

※介護支援専門員は、介護職員と兼務

〇在宅系グループ・住宅型有料老人ホーム・訪問介護

　・総職員数14名(内　常勤職員8名、非常勤職員6名)

[職種別職員内訳]

看護職員 0 0 0 0

計 5 2 3 4

介護職員(助手含) 5 2 3 4

計 7 5 2 5 1 6

職種
太陽の家公郷 太陽の家安浦

常勤 非常勤 常勤 非常勤

看護職員 0 0 0 0 0 0

介護職員 6 3 1 5 1 4

補助職員 0 2 0 0 0 1

介護支援専門員 1 0 1 0 0 1

職種
太陽の家安浦倶楽部 太陽の家馬堀倶楽部 太陽の家逸見倶楽部

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

包括

常勤 非常勤
職種

看護多機能 居宅

常勤 非常勤 常勤 非常勤

介護支援専門員 1 0 6 0

副グループ長 1 0 0 0

総務 1 0 0 0

社会福祉士 0 0 0 0

0 0

1 0

4 1

グループ長 0 0 0 0

0

計 9 6 6 0

保健師 0 0 0 0

看護職員 1 2 0 0

介護職員 5 4 0 0

0

9 1

無料低額宿泊・定期巡回・訪問・ケアステ

常勤 非常勤

0 0

0 0

0 0

0 0

0

0 0

0 0

4 0

0 0

0 0

0 0

5 11

0

5 11
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〇太陽の家座間

　・総職員数123名(内　常勤職員62名、非常勤職員61名)

[職種別職員内訳]

〇太陽の家横濱羽沢・神大寺

　・総職員数124名(内　常勤職員63名、非常勤職員61名)

[職種別職員内訳]

計 56 59 4 2 2 0

車両営繕

宿直 0 0 0

0 0 0 0 0 2

計 55 50 4 2 4 9

1 0 0 0 0

事務職員 4 2 0 0 0 0

0 0

看護職員 5 5 0 0 0 2

機能訓練指導員 1 0 0 0 0 0

0

保育職員 0 0 0 0 0 0

車両営繕

管理栄養士 1

介護職員 36 19 3 2 4 4

介護補助 0 21 0 0 0 1

介護支援専門員 5 1 1 0 0 0

生活相談員 1 1 0 0 0 0

施設長 1 0 0 0 0 0

副施設長 1 0 0 0 0 0

職種
特養 短期 通所

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

宿直 0 4 0 0 0 0

歯科衛生士 0 0 0 0 0 0

0 2 0 0 0 0

保育職員 2 1 0 0 0 0

管理栄養士 1 1 0 0 0 0

事務職員 3 2 0 0 0 0

看護職員 2 4 0 0 0 0

機能訓練指導員 1 0 0 0 0 0

介護職員 43 16 3 2 0 0

介護補助職員 0 28 0 0 0 0

介護支援専門員 1 0 0 0 2 0

生活相談員 1 1 1 0 0 0

施設長 1 0 0 0 0 0

副施設長 1 0 0 0 0 0

職種
特養 短期 居宅

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤
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〇歯科事業

　・総職員数18名(内　常勤職員8名、非常勤職員10名)

[職種別職員内訳]

〇職員の採用及び退職(令和3年度中)

〇採用・退職職員数(法人全体)

　・採用職員総数131名(常勤職員60名、非常勤職員71名)

　・退職職員総数111名(常勤職員49名、非常勤職員62名)

[事業所別採用退職職員内訳表]

採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職 採用 退職

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 10 3 13 13 16 15 14 18 11 10 0 0

0 0 1 0 2 0 13 5 4 3 0 0 0 0

0 0 1 0 1 0 1 6 7 1 0 2 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

0 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1

0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2

0 0 1 0 1 1 2 2 2 2 0 0 0 1

0 0 4 4 1 0 0 0 2 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2 3 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0

1 1 26 16 19 17 37 31 28 26 12 13 8 7

新卒採用職員5名(内訳　高校卒業3名・大学卒2名)

保育職員

歯科医師

厨房

管理栄養士

太陽の家附属歯科診療所

常勤 非常勤

0

2

データセンター

2

1

0

計

職種

歯科医師

歯科衛生士

助手兼受付

事務

在宅系グループ 歯科

社会福祉士

介護支援専門員

施設長・管理者

職種

本部 太陽の家 二番館 座間 羽沢

介護職員

看護職員

拠点

生活相談員

機能訓練指導員

介護補助職員

車両営繕

事務職員

歯科助手(受付)

歯科衛生士

3

0

5

合計

宿直

助手兼受付

事務

歯科衛生士

計 5 8

職種
歯科診療所優会

常勤 非常勤

1

1

1

0

3

2

0

0

0

2

歯科医師
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〇外国人職員数(令和4年3月31日時点）

合計

令和3年度

受入者

年度末

在籍数

令和3年度

受入者

年度末

在籍数

令和3年度

受入者

年度末

在籍数

令和3年度

受入者

年度末

在籍数

令和3年度

受入者

年度末

在籍数

0 0 1 6 0 0 0 1 0 0 7

0 2 0 2 0 0 0 2 0 0 6

1 3 1 1 0 0 2 6 0 2 12

3 3 2 2 0 0 0 0 4 4 9

0 3 0 0 0 2 0 5 0 5 15

4 11 4 11 0 2 2 14 4 11 49

(3)研修・実習生受入

〇新卒研修

〇新規採用者研修

〇パフォーマー研修・共通編

〇リーダー研修

令和2年度までは、外国人職員の在留資格としては、EPA介護福祉士・介護福祉士候補生、または配偶者や永住

資格でありましたが、令和3年度より在留資格・介護や特定技能での採用を開始しました。令和4年度において

は、太陽の家、太陽の家二番館でEPA候補生を各2名、合計4名の受入が決定しております。

12月2日 個別ケア

10月26日目標の達成

8月20日・25日

2月21日 人材育成

6月 倫理（動画視聴研修）

10月 職能要件（動画視聴研修）

研修日 研修内容

職能要件

場所

特定技能

その他

合計

拠点

ビザ種別

太陽の家

研修日

4月1日

研修内容

介護

研修では、新型コロナウイルス 感染症の流行が継続していた為、動画研修やWeb研修を多く取り入れ、感染症

予防に努めた形での研修を実施する事が出来ました。実習生の受け入れについても、一部の施設で大学生や専

門学校生などを受け入れる事が出来き、福祉を知ってもらう活動を再開することができました。

研修日

研修日

4月30日 ウィリング横浜

7月23日 ウィリング横浜

二番館 在宅系グループ 座間 横濱羽沢

2月21日 ウィリング横浜

研修内容

10月29日ウィリング横浜

法人の理念・事業の理解・社会人としてのマナー等

EPA候補生

EPA介護福祉士
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〇事業責任者補佐(主任)研修

〇事業責任者(課長)研修

1月28日 組織の課題分析と再構築

研修日 研修内容

8月6日・11日職能要件

12月15日マネジメント

研修日 研修内容

9月24日 予算管理

6月25日 苦情・リスクマネジメント

7月23日 職能要件

11月19日人材育成

9月15日 労務管理（ｼﾌﾄ作成・働き方改革）
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(1)特養事業

①太陽の家の強みを生かし、安定した事業運営(稼働率目標98.2%)

②その人らしい生活を支える為のサービスの質の向上

③ご利用者やご家族、職員が安心できる施設づくり

④地域への貢献活動

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

3249 3380 3283 3360 3343 3274 3379 3305 3417 3382 2960 3239 39571

97.6 98.2 98.6 97.6 97.2 98.3 98.2 99.2 99.3 98.3 95.2 94.1 97.7

4.太陽の家(特養事業・短期入所事業・通所介護事業・シルバーハウジング事業)

利用者総数

稼働率

令和3年度は上記を達成すべく、短期事業・通所事業との連携や空床となった際に速やかにご案内できる様な取

り組み、太陽の家を知って頂く為の取り組みを行って参りました。年間稼働率としては、残念ながら97.7％と

なり、目標達成には至りませんでした。しかしながら、太陽の家短期事業・通所事業をご利用されていた方の

情報共有を行い、サービスの切り替えのタイミングを逃さずに対応することが出来、新規ご利用者35名中11名

が短期事業及び通所事業を利用されていた方となりました。課題と致しましては、令和3年度前期は骨折や誤嚥

性肺炎が原因で入院された方が多く、後期につきましては、骨折や誤嚥性肺炎への対応により、入院された方

は減少しましたが、新型コロナウイルス感染症の流行により、入居予定者の感染、太陽の家施設内での感染者

の発生、それらによる入居の延期等が挙げられます。令和4年度につきましてはこのことを踏まえながら事業運

営をして参ります。

令和3年度は各部署での取り組み、各委員会での取り組み、職員の知識・技術の向上についての取り組みを行い

ました。各部署や各委員会での取り組みにつきましては、食に関するレクリエーションの充実や交流を増加す

る取り組みによる楽しみの増加等、向上につながった取り組みがある反面、情報の共有不足などによる進捗の

差や課題が発生しました。職員の知識・技術の向上につきましては、職員より研修参加希望が多く聞かれ、専

門的な知識を習得する研修に参加をすることが出来ました。

令和3年度は、感染症への取り組み、職員の安心に関する取り組み、ご家族への情報発信についての取り組みを

行いました。感染症につきましては前期は疥癬の感染者の発生、後期は新型コロナウイルスの感染者の発生が

ありました。都度感染症対策委員会を中心に対応を行い、充分ではありませんが、拡大防止が出来たと考えて

います。課題と致しましては、初期対応が挙げられます。職員の安心に関する取り組みとしては、特養事業課

長による職員面談を前期に実施しました。後期は2月・3月に実施を予定しておりましたが、新型コロナウイル

ス感染症の流行に伴い、実施が出来ませんでした。しかしながら、離職率の低下や研修参加への姿勢など、一

定の成果があったと考えております。ご家族への情報発信については、定期的な通信誌の発行、ユニットから

の写真や手紙の送付等を行いました。また11月に感染症の流行状況を検討した上で、ユニット懇談会を開催す

る事が出来ました。このような状況下ですが、少しでもご利用者や職員、ご家族が安心できたのではないかと

考えております。

令和3年度は清掃活動、地域の方に向けた取り組み、地域貢献プロジェクトへの協力を取り組んでまいりまし

た。清掃活動については、感染症流行が抑制されている時期に地域貢献プロジェクト主催の清掃活動に特養事

業職員が参加しました。地域への方の取り組みについては、横須賀市商工会議所主催の中学生向けの職業説明

「マイタウンティチャー」へ3回、浦賀地区地域包括センターからの依頼で、地域の民生委員への介護技術の講

習へ協力、地域貢献プロジェクト主催の認知症カフェへの参加等を行いました。また地域貢献プロジェクトの

メンバーとして特養事業所属職員が3名参加しています。
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[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60

34 33 34 33 34 34 34 33 34 35 34 33 405

48 46 45 46 46 48 49 48 48 45 44 46 559

27 26 27 27 28 25 24 25 27 27 27 26 316

3.85 3.85 3.85 3.86 3.86 3.83 3.82 3.84 3.85 3.84 3.85 3.85 3.84

114 110 111 111 113 112 112 111 114 112 110 110 1340

[利用者状況(年度末時点)]

84.5 歳 89.7 歳

100 歳 105 歳

[年齢別・介護度別利用状況一覧]

介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 0 2

0 0 0 0 0

0 0 1 2 1

0 0 0 3 0

0 2 6 9 2

0 1 10 11 13

0 2 15 19 7

0 5 32 44 25

0% 4.7% 30.2% 41.5% 23.6%

[入退所状況]

・月別入退所・入院状況一覧表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

5 1 3 2 4 2 1 3 4 2 2 6 35

6 2 1 2 3 2 4 1 4 3 7 4 39

1 1 1 3 3 2 0 0 1 1 0 2 15

・入退所経路一覧

15 0

8 0

0 1

9 2

1 33

2 3

35 39

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

男性 女性

入所

平均年齢

最高齢者

合計 構成比

64歳以下 2 1.9%

65歳~69歳 0 0%

70歳～74歳 4 3.8%

75歳～79歳 3 2.8%

認知症対応型共同生活介護 看取り

特定施設 その他

計 計

80歳～84歳 19 17.9%

85歳～89歳 35 33.0%

90歳以上 43 40.6%

計 106 100.0%

構成比 100%

退所

入院

太陽の家

入所経路 退所経路

居宅 居宅

介護老人保健施設 介護老人保健施設

介護保険施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関（療養型を含む）
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・健康管理業務

名 名

名

名

名

＜往診・入院者数＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

229 240 255 261 253 246 402 208 258 265 244 239 3100

52 52 52 52 51 51 51 52 50 48 42 42 595

13 16 18 72 20 29 22 32 9 22 12 71 336

97 86 113 134 152 169 160 123 108 84 112 162 1500

[療養食の状況]

療養食加算　月平均 11 件

[行事実施報告]

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

[ボランティア受入状況]

 　新型コロナウィルス感染症流行の為、ボランティアの受入はなし。

健康診断の実施 予防接種の実施

実施日 利用者数 種別 利用者数

7月8日 109 インフルエンザ 108

3日　ひな祭り・パンバイキング

内科

精神

皮膚

新型コロナ① 100

新型コロナ② 100

新型コロナ③ 103

9日　母の日・施設内喫茶

20日　父の日・アイスクリームレク　　25日　フルーツバイキング

12日　キッチンカー外食レク　27日　居酒屋レク

15日・22日　スイカ割りレク

歯科

行事・外出活動他

4日　花見ドライブ　27日　居酒屋レク

20日　敬老祝賀会　　28日　居酒屋レク

31日　秋祭り

21日・28日　ユニット懇談会　23日　居酒屋レク

5日　寿司バイキング　18日・26日　クリスマス会　　28日　餅つき

25日　居酒屋レク

3日　節分・豆まき
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[事故の分類]

[苦情件数]

(2)短期入所事業

①太陽の家の強みを生かし、安定した事業運営(稼働率目標94%)

②三者満足・ケアの質の向上

２月までは順調にきていたが、３月にコロナ陽性者（ご利用者２名・職員２名）の発生があり、うちご利用者

１名はロングショートで自宅に帰ることができない、入院も出来ない為ショートで対応する事になり、3/4～

3/23まで稼働が止まる事となってしまいました。空床の利用は85ベッド利用ができたものの、稼働は半分にと

どまってしまった事で稼働、収入共に目標は達成できませんでした。

ロングショートを活用・施設ケアマネとの連携・入院ベッドの活用・デイサービスとの定期的な情報交換につ

いては、以下の様に行えています。

短期入所→特養へ本入所（３名）

ロングショート（４名）

施設ケアマネとの連携・入院ベッドの活用（114ベッド）

デイサービス→短期入所利用（２名）

個々の職員のスキルに合わせた研修や、満足度調査により介護職としての専門性のスキルの底上げ、接遇の改

善向上ができ、その結果、クレームが１件もなく終わることができました。

働きやすい環境を作る為、月１回のフロアー会議にて特養のひだまりユニット職員とともに検討を行い、業務

の見直し改善、職員同士の理解を得られることにより改善を図ることが出来ました。しかし、理解をする事が

難しい職員もわずかにいる為、個々に対応し改善を図っていきます。

人員配置 0

皮下出血 124 1

表皮剥離 51 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 5 0

1職員の接遇

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 78 0

異食・盗食・誤飲 4 0

その他 0

合計 2

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 5 5

骨折(原因不明含む) 6 6

その他 4 0

合計 278 12

利用料 0

暴力行為 1 0

説明・対応 1

被害・損害 0

件数
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③地域とのつながり

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

544 586 534 588 614 596 592 564 600 572 533 335 6658

86.5 90.6 84.8 90.2 94.9 94.8 91.9 89.7 91.7 88.9 90.6 50 87

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

73 66 75 87 88 97 77 74 67 52 66 30 852

111 102 95 93 94 106 101 98 144 132 101 35 1212

126 145 109 158 172 178 207 171 196 205 175 133 1975

198 228 184 188 191 146 128 143 123 110 104 80 1823

36 45 71 62 69 69 79 78 70 73 87 57 796

3.02 3.14 3.15 3.08 3.10 2.97 3.05 3.09 2.98 3.03 3.08 3.30 3.07

544 586 534 588 614 596 592 564 600 572 533 335 6658

[利用者状況(年度末時点)]

86.8 歳 86.8 歳

91 歳 97 歳

[年齢別・介護度別利用状況一覧]

介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 1 2 0

0 0 1 0 0

1 2 1 3 0

1 2 2 1 1

2 4 5 6 1

11.1% 22.2% 27.8% 33.3% 5.6%

[事故の分類]

異食・盗食・誤飲

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 9 9

コロナ感染防止の為行事や外へ出てのボランティア活動は実施できませんでしたが、コロナ禍でもショートス

テイを受け入れる努力や感染を最小限に抑えられたことで地域の皆さんや他事業所の方々から、「しっかりと

対応をしてもらえているから、安心して利用ができる」等の声を頂けることができました。行事以外でも地域

とのつながりが持てたと思います。

骨折(原因不明含む) 2 2

その他 6 0

合計 61 12

転倒・転落 14 1

0 0

皮下出血 22 0

表皮剥離 8 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

80歳～84歳 1 5.6%

85歳～89歳 7 38.9%

90歳以上 7 38.9%

計 18 100%

構成比 100%

種別 件数 保険者報告件数

最高齢者

合計 構成比

64歳以下 0 0%

65歳~69歳 0 0%

70歳～74歳 0 0%

75歳～79歳 3 16.7%

平均年齢

利用者総数

稼働率

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

男性 女性
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[苦情件数]

(3)通所介護事業

①稼働率月平均87％を目指し、平均介護度2.3まで引き上げ利益を上げる

②特養・短期、通所との施設の特性を生かした取り組み

③ご家族、ご利用者、地域との信頼関係をより強固にする

[利用者状況(年度末時点)]

85 歳 88 歳

96 歳 100 歳

新型コロナ感染症の影響も当初懸念されましたが、必要最低限の休業で乗り切ることが出来、コロナ禍であっ

てもケアマネ事業所向けの広報誌や営業活動など行い稼働率は過去最高の87.7％と上げることが出来ました。

平均介護度に関しては2.0であり目標達成とはなりませんでしたが、「元気な方が利用するデイサービス」と

いった太陽の家のイメージは変わらず、今後も重度の方の受け入れのアピールを継続していく必要がありま

す。

通所から短期入所、さらには本入所と繋げることが多く出来ており、流れも定着しつつあります。短期入所が

コロナ感染で閉鎖になった際もデイサービスは継続していたことでご利用者、ご家族からたくさんの感謝の言

葉が聞かれました。また、課長同士の話し合う場も定期的に設けており情報共有も行うことが出来ています。

コロナ禍であり毎年行っていたご家族向けの「介護者教室」は開催できませんでした。満足度アンケートに関

しては9月に実施し9割以上のご利用者、ご家族より「満足」の評価をいただきました。また、地域貢献プロ

ジェクトとして「健康体操教室」の開催や「認知症カフェ」への参加など地域の方と交流を持つ場への参加も

積極的に行うことが出来ました。

説明・対応 0

平均年齢

最高齢者

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 0

男性 女性

件数

職員の接遇 0

利用料 0
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

26 26 26 27 26 26 25 26 25 24 24 25 306

672 678 682 728 700 695 670 677 664 622 598 653 8039

26.3 25.8 26.1 26.2 27 26.9 26.7 26.8 26 25.9 24.9 26.1 315

87.6 86 87 87.3 90 89.6 89 89.3 86.6 86.3 83 87 1049

91 89 90 94 95 96 92 90 90 89 89 90 1095

1 2 6 3 3 1 1 3 2 1 6 2 31

4 1 1 2 2 5 3 3 3 1 5 2 32

90 89 94 95 96 94 91 90 90 90 91 90 1100

2 2 1.9 2 2 2 2 2 2 2 2 1.9 23.8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 16 16 18 16 16 17 17 15 15 15 15 192

274 290 305 309 296 292 276 284 280 265 273 290 3434

165 159 151 170 164 157 150 148 139 138 128 143 1812

137 142 130 152 140 153 146 144 150 127 106 125 1652

42 34 38 40 41 36 39 35 34 33 32 41 445

26 26 29 29 31 27 31 36 33 33 33 24 358

12 11 13 10 12 14 11 13 13 11 11 15 146

639 651 653 700 672 665 642 647 636 596 572 623 7696

33 27 29 28 28 30 28 30 28 26 26 30 343

130 123 117 117 111 105 130 110 96 105 122 151 1417

[事故の分類]

[苦情内容別割合]

人員配置 0

その他 0

合計 0

件数

職員の接遇 0

サービスの質・量 0

利用料 0

説明・対応 0

被害・損害 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 0 0

骨折(原因不明含む) 0 0

その他 1 0

合計 8 0

種

別

通所介護

通所型独自

キャンセル

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 5 0

異食・盗食・誤飲 0 0

皮下出血 1 0

表皮剥離 1 0

稼働日数

全体(延べ人数)

全体 (平均利用者数)

稼働率

月初登録者数

開始利用者数

終了利用者数

月末登録者数

平均介護度

介

護

別

延

べ

人

数

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

事業対象者
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(4)シルバーハウジング事業

①精神面、身体面で機能低下が出てくるが安心して安全に住み慣れた地域で暮らしていけるよう支援

②ご利用者の孤立を防ぐ

③地域との交流を図る

[運営状況(市受託事業)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

263 230 278 255 260 238 254 243 222 213 206 252 2914

0 0 1 0 3 1 0 0 0 0 0 1 6

9 12 10 6 11 19 18 11 2 9 16 3 126

19 30 25 23 41 37 28 41 18 7 27 19 315

0 5 3 1 7 12 10 5 2 1 2 2 50

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

291 277 317 285 322 307 310 300 244 230 251 277 3411

5.家事援助

6.その他

合計

要望があった援助に関しては出来る範囲での対応を行っていくことが出来ました。コロナ禍であるため感染症

予防を行い支援を行いました。

毎日の安否確認においてはコロナウィルス感染予防の観点から窓越し、もしくはインターホン越しでの対応を

継続していました。毎日行うことで住居者の安心にも繋がっていました。

従来、定期的に開催していた茶話会に関しては新型コロナウィルス感染症予防の観点から実施することが出来

ませんでした。鴨居ラボで開催された健康体操教室に住居者1名参加することが出来ました。また、令和3年度

でシルバーハウジング事業は市の事業廃止に伴い委託期間満了となり、今後も法人として住居者や地域住民と

の繋がりを継続すべく認知症カフェや各教室、活動を通して交流する機会を設けていきます。

業務内容

1.安否確認

2.緊急通報対応

3.相談

4.連絡調整
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(1)特養事業

①人材育成・教育を行い専門職としての知識・技術の向上を図る

②5S活動を通して業務改善・環境整備を行い、ムリ・ムダ・ムラを無くす

③地域のニーズに答える(頼られる存在になる)

④個々に合った栄養ケアマネジメントを行い、美味しく口から食べる喜びを続けられるような支援の実施

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

2976 3069 2996 3037 3078 2967 3068 2993 3045 3065 2770 2995 36059

97.5 97.8 97 95.6 98.5 98.3 98.2 98.8 97.6 98.7 98.1 96 98.7

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

360 403 390 380 403 420 434 452 474 526 480 547 5269

1394 1408 1418 1521 1571 1557 1620 1560 1580 1584 1439 1581 18233

1192 1227 1158 1105 1073 960 983 951 960 924 823 836 12192

4.26 4.25 4.24 4.22 4.2 4.16 4.16 4.15 4.14 4.11 4.1 4.08 4.172

2976 3069 2996 3037 3078 2967 3068 2993 3045 3065 2770 2995 ####

[利用者状況(年度末時点)]

85.6 歳 89.1 歳

96 歳 106 歳

5.太陽の家二番館(特養事業・短期入所事業)

平均介護度は4.1以上を維持出来ているため、医療依存度の高い方や認知症の症状の重い方の受け入れは行えて

います。教育委員会ではリーダー各々が課題解決に向け、取り組みを行えました。入院については、疾患によ

る治療等家族の意向に沿って対応行いましたが、骨折・誤嚥性肺炎・尿路感染症での入院者が出ました。専門

職としてのスキルアップのための研修への参加とフィードバックをルーティン化していきます。

年間平均稼働率は97.5％となり1.5％届きませんでした。7月12月の退去者数への入居の案内が間に合わず、空室

平均も11.9日と大きく目標を下回りましたがショートとの連携による空床利用は行えていました。業務の効率

化や改善等については不十分な点もあり、環境等のハード面での整備から業務内容等へのソフト面へ以降して

いく必要があります。

ショート→本入居は２件、有料→本入居は１件でした。訪問介護や小規模馬堀の職員が紹介したりというケー

スもあったため、今後も要望に応じて迅速に対応していき、ご本人・ご家族の意向に沿った対応が出来るよう

に務めます。また、医療機関からのご利用者も居宅に次いで多い人数のため、今後も継続して受け入れを行い

ます。SNSでの情報発信の頻度が少なく定期更新に向けルールを決めていきます。

食の充実を図る目的で、厨房職員の手作りのおやつの提供や、行事の時の特別な盛り付け等を実施しました。

大変好評のため、今後も継続して実施していきます。また、ユニット調理は難しかったが、出前等はご利用者

の要望を聞き実施出来ていました。日常の調理等でのご利用者の社会参加を検討していきます。

平均年齢

最高齢者

利用者総数

稼働率

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

男性 女性
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[年齢別・介護度別利用状況一覧]

介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 1 2 3

0 0 0 7 2

0 0 3 10 4

0 0 7 15 12

0 1 8 33 21

0 1 19 67 42

0% 0.8% 14.7% 51.9% 32.6%

[入退所状況]

・月別入退所・入院状況一覧表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

2 5 2 4 2 2 1 3 4 4 3 0 32

3 5 1 6 2 1 2 1 7 3 3 3 37

4 3 5 6 5 1 2 1 1 1 1 1 31

・入退所経路一覧

12 1

7 0

0 0

8 2

2 34

3 0

32 37

・健康管理業務

名 名

名

＜往診・入院者数＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

37 28 45 49 43 52 46 47 51 52 57 57 564

13 15 14 16 17 14 16 17 16 23 22 19 202

16 7 12 10 9 8 18 9 4 10 12 15 130

89 89 89 86 65 90 93 94 81 86 75 97 1034

[療養食の状況]

療養食加算　月平均 7.6 件

皮膚

歯科

計 計

健康診断の実施 予防接種の実施

実施日 利用者数 種別 利用者数

7月9日 98 インフルエンザ 109

新型コロナ 111

内科

精神

退所

入院

太陽の家

入所経路 退所経路

居宅 居宅

介護老人保健施設 介護老人保健施設

介護保険施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関（療養型を含む）

認知症対応型共同生活介護 看取り

特定施設 その他

80歳～84歳 17 13.2%

85歳～89歳 34 26.3%

90歳以上 63 48.8%

計 129 100%

構成比 100%

入所

合計 構成比

64歳以下 0 0%

65歳~69歳 0 0%

70歳～74歳 6 4.7%

75歳～79歳 9 7.0%
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[行事実施報告]

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

[ボランティア受入状況]

 　新型コロナウィルス感染症流行の為、ボランティアの受入はなし。

[事故の分類]

[苦情件数]

被害・損害 2

人員配置 0

その他 0

合計 4

骨折(原因不明含む) 2 5

その他 12 0

合計 341 16

件数

職員の接遇 2

利用料 0

説明・対応 0

異食・盗食・誤飲 4 0

表皮剥離 41 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 15 0

暴力行為 1 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 11 9

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 71

行事・外出活動他

母の日喫茶

秋祭り

喫茶

クリスマス会・餅つき

ひな祭りケーキバイキング

0

皮下出血 184 2
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(2)短期入所事業

①専門職としての知識・技術の向上を図り「どのような状態の方でも受け入れられる施設」を目指す

②幅広いニーズに対応し、信頼される施設を目指す

③関係機関との連携を図り、地域への貢献

④5S活動を通して業務改善・環境整備を行い、業務の効率化を図る

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

50 46 51 49 50 47 48 47 56 52 48 51 595

87.3 91.3 90.7 104 102 90.3 88.7 88.3 89.3 92.3 95.4 99.3 93.2

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

9 8 8 8 9 7 8 9 9 8 8 10 101

12 10 15 12 14 14 17 14 18 18 17 18 179

12 11 12 12 10 10 11 10 13 10 8 8 127

11 11 11 11 12 10 7 8 10 10 10 9 120

6 6 5 6 5 6 5 6 6 6 5 6 68

2.86 2.93 2.80 2.90 2.80 2.87 2.67 2.74 2.75 2.77 2.73 2.67 2.79

50 46 51 49 50 47 48 47 56 52 48 51 595

[利用者状況(年度末時点)]

83 歳 88.4 歳

90 歳 102 歳

前期は新型コロナウイルスの影響で外部研修や施設内での学びの場を持つことが出来ていなかったので、後期

は外部研修に力を入れました。（2月スパービジョン1名・3月実務者研修教員講講習会１名 、喀痰吸引1名）

目標平均介護度３を目指していましたが、平均2.92と目標に届きませんでした。医療依存度の高い方を受け入

れる体制は整っていますが、新規で医療依存度の高い方の問い合わせが少ない状態で他事業所への情報発信が

不足している為、情報発信に力を入れていきます。

知識、技術の向上を図る取り組みとして1月よりユニット勉強会を開催しています。目的として、「自身が学び

たい事（興味がある事）他職員にも共有したい知識・技術をチームとして一緒に学び、レベルアップを図るこ

と」を目的として実施しています。ニーズに合わせたイベントの開催については、日々のレク活動は行う事は

出来ていましたが、イベントの企画は業務に追われ、ご利用者が楽しめる機会を増やす事が出来ておりません

でした。業務改善を行いご利用者と接する時間を作る必要があり、3月に荷物チェックアプリを導入し業務の効

率化を進めています。

令和3年目標稼働96％としていたが、年間平均稼働93.2%と目標未達成でした。稼働を上げる取り組みとして、

11月より毎月、空室情報を各事業所に発信しています。契約件数は前年に比べて増えていますが、一回のみの

利用や利用期間が短い方が多くなっています。令和3年度の実利用者数、月平均49.4名でした。今年度は月平均

50名以上を目標として行きます。

地域貢献活動　地域清掃はコロナで中止になることが殆どでしたが、開催時には参加する事ができました。地

域貢献プロジェクトに職員2名を配置しています。12月・1月にぬくもりカフェに参加しています。

デイリーパトロールを行い、働きやすい環境を整える事が出来ました。3年度は主に環境整備に力を入れたの

で、4年度は業務改善に力を入れて参ります。

利用者総数

稼働率

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

男性 女性

平均年齢

最高齢者
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[年齢別・介護度別利用状況一覧]

介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 0 0

0 0 0 0 1

1 2 0 1 0

1 2 3 4 4

4 5 2 4 0

9 12 5 5 1

6 10 11 7 5

21 31 21 21 11

20% 30% 20% 20% 10%

[事故の分類]

[苦情件数]

その他 0

合計 2

その他 2 0

合計 29 3

件数

職員の接遇 1

利用料 0

説明・対応 1

被害・損害 0

人員配置 0

皮下出血 12 0

表皮剥離 5 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 2 2

骨折(原因不明含む) 1 1

90歳以上 39 37%

計 105 100%

構成比 100%

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 7 0

異食・盗食・誤飲 0 0

構成比

64歳以下 0 0%

65歳~69歳 1 1%

70歳～74歳 4 4%

75歳～79歳 14 13%

80歳～84歳 15 14%

85歳～89歳 32 30%

合計
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(1)居宅介護支援事業

①安定した事業運営

②他職種との連携強化と協力体制の構築

③地域やご家族との繋がりを作る

④特定事業所として、質の高いケアマネジメントの実践

[利用者状況]

項目 合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

要介護者 件数 2007 168 165 173 168 172 167 160 168 169 171 165 161

要支援者 件数 177 5 5 5 19 19 19 19 19 19 17 15 16

認定調査 件数 11 0 2 0 0 1 1 1 1 1 2 1 1

[苦情内容別割合]

6.在宅系グループ(居宅介護支援事業・地域包括支援事業・小規模多機能型事業・

　　　　　　　 訪問介護事業・有料老人ホーム事業・無料低額宿泊事業)

利用料 0

説明・対応 2

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 2

実績については2月、３月は目標値を下回りましたが、年間の集計では件数・収入とも目標値を超え平均

100.4％を達成しました。毎週のミーティングで、職員に実績件数、終了件数、保留件数、受け入れ可能件数を

報告させることにより、実績確保の自覚を促すことができました。2・3月減少の原因としては１名産休に入る

職員のケースを引き継ぐ為、新規受け入れができませんでした。コロナにより退院加算や認定調査が少なかっ

たです。

デイサービスと相談して、提供票と実績のやり取りをデータで行う事で業務効率化に繋げました。小規模・看

護小規模ケアマネの同行研修の要請を受け、職員の資質向上に協力できました。ご利用者がサービスを選択す

る際は、当法人の事業を含めて紹介することで、上半期紹介数48件中18件、下半期54件中22件の実績へと貢献

できました。次年度も当法人の事業を含めた提案を行い、法人貢献を行っていきます。

コロナの為、集合して行う企画はリスクがあると判断し、介護サービスを紹介する動画を作成し、ユーアイ

チャンネルにアップする取り組みができました。ＳＮＳへの発信は初めての取り組みであったため、デイサー

ビスやデータセンターの職員の協力を仰ぎ、作成しました。デイサービスを紹介する際に、ご家族に見て頂

き、見学せずに雰囲気や設備、活動などを見ることができ、効果的に使うことができました。

特定事業所加算を付けている他事業所との事例検討会を年間で2回実施しました。1回目は看護師さんも参加頂

き、ケアマネだけではない多角的な意見交換ができました。2回目は初めてリモートで三事業所で検討会を行い

ましたが、特に支障なく、有意義な意見交換が経験できました。事業所内での事例検討会は、ＩＣＦシートを

使うなど、検討方法を工夫して実践し考察を深める事ができました。

件数

職員の接遇 0
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(2)地域包括支援事業

①新しい生活様式における支援の在り方を考える

②地域との信頼関係を構築し、支え合いの意識を共有

③専門職同士のネットワークを作り、相談援助の質を向上

④職種ごとの機能を強化

[説明会、講座、教室等(地域にむけてのもの)]

開催月

4月

８月

介護技術研修

海野PTと教室打合せ

12名

28名

浦賀ボランティアセンター

浦賀丘いきいきサロン

内容

包括の紹介・相談会

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

定例会教室

地域介護予防教室（派遣型）

包括の紹介

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

23名

22名

地域介護予防教室（派遣型）

参加人数

12名

19名

13名

8名

21名

13名

8名

21名

23名

22名

6月

浦賀コミュニティセンター

小原台いきいきサロン

浦賀ボランティアセンター

臨海さくら会

北町町内会

鴨居臨海さくら会

5月

場所・町内名

和光台

東浦賀気楽な会

小原台いきいきサロン（１部）

小原台いきいきサロン（２部）

会議、打ち合わせ、勉強会、専門職との相談対応等でリモート（Zoom）を活用することができたため、年間計

画を予定通り実施することができました。高齢者にむけての教室開催はリモートでは難しかったため、人数制

限、感染対策をして小規模で教室開催しました。相談対応では一般市民での活用はできませんでしたが、民生

委員にZoomでの会議・相談も実施できることを周知しました。また地域に出向く頻度が減ってしまうため、回

覧板を増回して年２回周知を行いました。

感染者数が落ち着いたタイミングで、地域に出向いたり教室を開催しました。民生委員全体の勉強会などは実

施できないため、小規模な人数での意見交換会をしないかアナウンスし、いくつかの町内会と実施できまし

た。地域と専門職をつなぐ包括的ケア会議は浦賀・鴨居エリアに分けて開催しました。地域の高齢者の閉じこ

もり・筋力低下の対策として、浦賀コミュニティセンターで主催の教室を実施しました。（鴨居は感染者数増

加により中止）

ケアマネジャーとは、Zoomでの事例検討を実施しました。また予防プラン作成についての各事業所との勉強会

を適時行いました。権利擁護の面では、警察・消費生活センターとは定期的に（年２回）訪問や連絡をして情

報を共有をしました。弁護士・司法書士・行政書士などの専門職とはケースを通じて相談しあえる関係がいく

つかできています。地域の医療機関とはケース対応のほか、リハビリをテーマに包括的ケア会議を開催し、整

形外科医・PTと会議開催しました。また行政とも連携できています。

研修については、医療を必須、それ以外は各分野に沿ったものを受講するように指示し、受講しました。会場

での研修が減り、リモートになったことで受けやすくなる半面、質疑や関係づくりは難しい面もありました。

包括全体のミーティングや検討のほかに、各職種ごとに定期的にミーティングを行い、専門的な課題を解決す

るようにしました。包括内勉強会として、各自の専門分野を他の職員に講義する機会を作って実施していま

す。

7月

浦賀北町内会

ふれあいいきいきサロン高坂

地区社協障害福祉部会

さいとう整形クリニック
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12月

[地域ケア会議、ネットワーク会議等(対専門職など、参加も含む)★は包括が主催・共催のもの]

開催月 会議名 会場

★ケアマネ塾

行政、介護事業所間懇談会

★包括的ケア会議（医療連携）

鴨居ラボ

Zoom

太陽の家会議室・Zooｍ

★ケアマネ塾

浦賀コミュニティセンター

鴨居ラボ

認知症初期集中支援チーム員会議全大会

★虐待ネットワークカンファレンス

浦賀鴨居地域運営協議会福祉部会

★法テラス勉強会

認知症初期集中支援チーム会議

浦賀地区社協理事会

★予防プラン勉強会

情報交換会

浦賀・鴨居地域運営協議会福祉部会

浦賀コミュニティセンター

フィオーレあかり

太陽の家浦賀会議室

Zoom

浦賀小学校

Zoom

浦賀コミュニティセンター

鴨居ラボ

久里浜医療センター

Zoom

さんふらわぁデイサービス

横須賀市役所

Zoom

浦賀コミュニティセンター

自立支援・介護予防のための地域ケア個別会議

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型）

包括の紹介

17名

浦賀コミュニティセンター

太陽の家浦賀会議室

久里浜医療センター

浦賀コミュニティセンター

Zoom

本人宅

浦賀コミュニティセンター

Zoom

久里浜医療センター

太陽の家浦賀会議室

浦賀コミュニティセンター

浦賀会議室

★浦賀・久里浜・大津地域連携の会

★地域ケア個別会議

★浦賀地区支え合い協議会

第1回東地区在宅療養ブロック会議

認知症初期集中支援チーム員会議

虐待対応検討会議

浦賀地区社会福祉協議会定期総会

15名

Zoom

14名

13名

11名

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（主催型）

19名

23名

8名

9名

14名

6名

16名

8月

7月

居宅連絡協議会

浦賀小学校総合授業（ボッチャ）

★浦賀・久里浜・大津地域連携の会

★包括的ケア会議

★ケアマネ塾

浦賀支え合い協議会

認知症初期集中支援チーム会議

★虐待ネットワークカンファレンス

6月

居宅東ブロック定期会議

★包括的ケア会議

★予防プラン勉強会

虐待対応検討会議

4月

5月

11月

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（派遣型)

地域介護予防教室（派遣型）

１0月

さざんかの会

浦賀地区

小原台（１部）

小原台（２部）

浦賀地区

浦賀丘いきいきサロン

鴨居臨海さくら会

みんチャレ教室

濱町

湘南山手吉井

みんチャレ教室

二葉アルカディア

地域介護予防教室（派遣型）

地域介護予防教室（主催型）

地域介護予防教室（派遣型）
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鴨居ラボ

Zoom

太陽の家浦賀会議室

さんふらわぁデイサービス

浦賀北町内会館

浦賀コミュニティセンター

浦賀コミュニティセンター

浦賀コミュニティセンター

横須賀市役所

Zoom

シャローム会議室

グループホームかもいの家

浦賀コミュニティセンター

Zoom

横須賀市役所

認知症初期集中支援チーム会議

★浦賀・久里浜・大津地域連携の会

★予防プラン説明会

★地域ケア個別会議

認知症初期集中支援チーム会議

久里浜医療センター

Zoom

Zoom

浦賀北町内会館

久里浜医療センター

鴨居地区民協定例会での包括の周知

Zoom

Zoom

浦賀コミュニティセンター

浦賀コミュニティセンター

鴨居臨海自治会館

Zoom

Zoom

太陽の家浦賀会議室

Zoom

浦賀コミュニティセンター

Zoom

浦賀コミュニティセンター

1月

2月

浦賀地区社協理事会

★地域ケア個別会議

浦賀・久里浜・大津地域連携の会

横須賀市居宅介護支援事業所連絡協議会

虐待対応検討会議

東地区在宅療養ブロック会議

浦賀地区社会福祉協議会理事会

認知症初期集中支援チーム員会議

浦賀・鴨居地域運営協議会福祉部会

12月

★地域ケア個別会議

浦賀行政センター地域生活相談員との振り返り

★4包括共催主任介護支援専門員研修会

運営推進会議（ひすいデイサービス）

運営推進会議（太陽の家浦賀看護小規模多機能）

認知症初期集中支援チーム員会議

介護予防・自立支援のための地域ケア個別会議

情報交換会・連絡会

介護サービス懇談会

浦賀・鴨居地域運営協議会福祉部会

横須賀市役所

11月

事業評価ヒヤリング

南東ブロック合同研修

★虐待ネットワークミーティング

運営推進会議（かもいの家）

浦賀地域支え合い協議会

浦賀・大津・久里浜地域連携の会

日常生活介護予防のための個別会議

虐待対応検討会議

認知症初期集中支援チーム員会議

浦賀・鴨居地域運営協議会福祉部会

太陽の家浦賀会議室

久里浜医療センター

浦賀コミュニティセンター

鴨居臨海自治会館

浦賀コミュニティセンター

Zoom

ひすいデイサービス

太陽の家会議室

久里浜医療センター

10月

居宅連絡協議会幹事会

居宅連絡協議会東ブロック定例会

自立支援・介護予防のための地域ケア個別会議

★ケアマネ塾

芝生ふれあいお助け隊との情報交換会

認知症初期集中支援チーム員会議

浦賀・鴨居地域運営協議会福祉部会

Zoom

Zoom

横須賀市役所

鴨居ラボ

芝生町内会館

久里浜医療センター

8月

9月
★ケアマネ塾

★ケアマネ勉強会

虐待対応検討会議

★虐待ネットワークミーティング

★地域ケア会議個別型

浦賀地区民協定例会での包括の周知
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

47 42 51 52 49 59 55 53 43 61 53 60 625

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

8 4 5 12 5 5 4 5 11 13 8 6 86

282 279 271 257 261 266 277 272 269 272 279 233 3218

290 283 276 269 266 271 281 277 280 285 287 239 3304

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

4 0 1 18 0 1 0 2 2 2 5 2 37

55 55 57 56 73 72 69 67 68 69 65 71 777

59 55 58 74 73 73 69 69 70 71 70 73 814

[苦情内容別割合]

(3)小規模多機能型事業

〇看護小規模多機能

①安定した稼働率を維持

浦賀警察署

消費生活センター

浦賀コミュニティセンター

Zoom

太陽の家浦賀会議室

Zoom

浦賀コミュニティセンター

Zoom

浦賀コミュニティセンター

横須賀市役所

Zoom

太陽の家浦賀会議室

毎月、新規相談があり、ご利用者の獲得を進めることができたが、対象としているご利用者が重度者が多く、

施設入所や逝去等により、登録終了となるケースも多く、登録者数が不安定となってしまいました。しかし、

その中でも、ご利用者のニーズの把握に努め、ご利用者が満足して生活できるようにすることができました。

臨時の宿泊希望への対応や、宿泊日の拡大も実施し、対応できるご利用者の枠を広げることができました。市

内の病院や居宅事業所に対し、『看護師がいる』・『宿泊ができる』等の魅力を、発信していく活動も継続す

ることができました。

サービスの質・量 0

利用料 0

説明・対応 2

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 3

新規相談件数

月

件数

給付管理件数(自社)

月

新規

延べ

合計

給付管理件数(委託)

月

新規

延べ

合計

件数

職員の接遇 1

3月

★地域ケア個別会議

★地域ケア個別会議

浦賀・久里浜・大津地域連携の会

虐待ネットワークカンファレンス

浦賀警察へ訪問・情報交換

消費者生活センターへ訪問・情報交換

2月

虐待ネットワークミーティング全体会

虐待対応検討会議

認知症初期集中支援チーム員会議

浦賀地区社会協議会理事会

浦賀地域支え合い協議会

情報交換会・連絡会
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②適切な業務運営

③適切なケアマネジメント

④職員の資質向上

管理者や介護支援専門員だけでなく、全職員でご利用者の受け入れを行うため、新規利用や状態変化時のカン

ファレンスの開催や介護士・看護師の同行アセスメントの実施をすることができ、職員全員で受け入れていく

体制を構築することができました。意見交換も『前向きに』、『専門職として』ということを忘れずに意見交

換することができています。各職員がモニタリングを実施することもでき、ケアプランを意識したサービス提

供を行うことができました。介護保険制度の改正への対応や運営状況点検も実施することができ、不足点への

対応も取ることができました。

ご利用者の変化に即時に対応していくため、職員がモニタリングを行ったり、訪問時送迎時などに生活の変化

を敏感に拾い上げ、共有し、ケアプランへ反映していくことができました。また、ご利用者の終末期への対応

力を高めるため、ACP研修(終末期における医療・ケアについて、ご利用者と医療・ケアチーム、ご家族が繰り

返し話し合う取り組み)への参加、相談援助技術向上のため経験豊富な介護支援専門員との同行訪問研修を実施

することができました。また、担当ケースに動きがある場合には、先輩介護支援専門員へ相談したりし、一人

で抱え込まず、良い支援ができるように取り組むこともできました。

日頃のご利用者とのかかわりの中から、状態の変化を敏感に把握し、職員間でカンファレンスを開催し、情報

共有するように努めてまいりました。ご利用者のカンファレンスの際には、各職員が専門性を発揮し、意見交

換することができました。また、ご利用者担当制を取り入れて、各職員の役割の明確化により、やりがいを

持って働くことができる環境を作ることができました。資質向上のために、事業所独自の個別研修、接遇研

修、『ケアマネと介護士の役割』の研修、虐待予防研修、感染症研修等を実施することができました。

32



[利用状況]

看護小規模多機能型居宅介護事業　事業所別利用状況(令和4年度)

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

365 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

計 232 19 18 16 18 19 19 20 18 19 24 21 21

男 103 8 7 6 6 8 8 9 9 11 12 10 9

女 129 11 11 10 12 11 11 11 9 8 12 11 12

計 20 2 1 2 3 2 1 0 3 4 1 1 0

男 9 0 0 0 3 1 1 0 2 2 0 0 0

女 11 2 1 2 0 1 0 0 1 2 1 1 0

計 19 2 3 0 2 2 0 2 2 1 2 1 2

男 10 1 1 0 1 1 0 0 0 1 2 1 2

女 9 1 2 0 1 1 0 2 2 0 0 0 0

通い 計 2489 180 169 177 210 235 213 203 197 254 232 213 206

宿泊 計 702 21 41 48 68 82 71 64 66 64 83 47 47

訪問 計 4390 440 296 322 347 478 318 300 300 425 477 360 327

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4.3 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 4 4

2.2 2 2 1 1 3 3 2 2 3 3 2 2

4.0 3 2 2 3 2 2 4 4 6 7 7 6

5.9 6 6 7 9 9 7 6 4 5 4 4 4

4.2 5 4 4 4 3 3 3 4 4 5 5 6

42.7 38.4 39.7 33.3 35.3 37.6 39.2 48.8 51 56.2 50.1 40.2 42.2

57.3 61.6 60.3 66.7 64.7 62.4 60.8 51.2 49 43.8 49.9 59.8 57.8

[事故の分類]

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 2

骨折(原因不明含む) 0

その他 1

合計 4

性別
男(%)

女(%)

種別 件数

転倒・転落 1

異食・盗食・誤飲 0

皮下出血 0

表皮剥離 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0

暴力行為 0

稼働日数

登録者

(月初)

登録者

(開始者)

登録者

(終了者)

ケア種別

介

護

別

構

成

(

%

)

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5
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[苦情内容別割合]

・小規模多機能

①収益の安定化のため、コスト削減、稼働率の維持・向上

②適切な業務運営

③適切なケアマネジメント

④職員の資質向上

設備や介護スキルを活かすべく、全職員が『重度者の獲得』の必要性を認識することができました。平均2件の

相談をいただき、適正なサービス提供について職員間でカンファレンスを実施し、決定していくことができま

した。また毎月、管理者間で、取り組みの報告や共有を行い、お互いにアドバイスしたりすることができ、横

のつながりや、良き相談関係を構築することができました。ご利用者獲得への取り組みを継続していくため

に、PDCAサイクルをさらに意識していくことが必要だと実感しました。

保険者である横須賀市が配信している、『運営状況点検書』を使用し、事業所として業務点検を行い、不足点

を洗い出し、不足点の解消の取り組みの実施を行うことができました。また、小規模事業内で改善できたこと

や資料、マニュアルを共有化することもできました。介護保険の制度改正もあり、各種マニュアルや指針の共

有や作成を行い完成させることができました。自分たちの業務運営の振り返りと、適正環境の構築につながり

ました。

ケアマネジメントサイクルについて、座学での勉強会を実施し、理解を深めることがでました。介護保険制度

改正もあり、適正に加算が算定できるように勉強会を実施することができました。

また、コロナ渦でありましたが、発生状況に留意し、感染対策をした上で、経験の豊富な居宅介護支援専門員

へ研修を依頼し、同行させていただくことができました。相談援助技術だけではなく、介護支援専門員は、記

録を残すことも大きな仕事の一つとなっているため、各介護支援専門員の記録を充実させるために、チェック

体制を確率していくことができました。

特別養護老人ホーム、他の小規模事業所等への他部署研修、小規模全体の合同研修、小規模の特色の理解研

修、事業所独自の個別研修、接遇研修、『ケアマネと介護士の役割』の研修、虐待予防研修、感染オムツ交換

研修等、各種研修や勉強会を実施することができました。不参加の職員に対しては、伝達研修を実施しまし

た。また、小規模の運営に必要となる『小規模計画作成研修』『認知症実践者研修』への参加も達成すること

ができました。研修参加や勉強会だけでなく、身に着けた知識やスキルを活かすため、困難ケースに対しての

カンファレンスを開催したり、従業者間で、新規利用の受け入れや状態変化時のカンファレンスを定期・随時

開催する体制を構築することができました。

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 3

件数

職員の接遇 2

サービスの質・量 1

利用料 0

説明・対応 0
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〇太陽の家安浦倶楽部

[利用状況(令和4年度)]

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

365 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

計 207 18 16 15 16 16 17 17 17 18 18 20 19

男 29 4 3 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3

女 178 14 13 13 14 14 15 15 15 16 16 17 16

計 9 0 0 0 3 0 1 1 1 1 2 0 0

男 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

女 8 0 0 0 3 0 1 1 1 1 1 0 0

計 8 2 1 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0

男 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 6 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0

通い 計 2545 196 197 188 215 194 219 198 194 225 238 225 256

宿泊 計 238 18 14 13 25 25 18 25 12 18 23 21 26

訪問 計 2187 151 149 149 175 162 241 227 210 231 198 145 149

5.12 6.6 8.1 8.6 3.9 5 4.4 3.8 4.1 4 4.4 4.1 4.4

10.0 10.7 11.7 11.1 10.4 10 8.4 9.8 9.1 9.1 8.3 10.7 11.1

14.4 14.2 10.6 10.3 25.8 20.7 15.7 13.3 10.6 11.4 12 14.1 14.6

40.1 42.7 48.1 47.4 40 43.6 33.7 36.9 36.5 32.7 35.1 40.7 43.2

16.6 18.1 18.1 18.9 16.6 17.1 14 14.4 16.8 19.8 13.9 15.6 16.2

8.2 0 0 0 0 0 21.1 18.7 17.3 16.7 18.1 5.9 0

5.62 7.7 3.6 3.7 3.4 3.7 2.7 3.1 5.5 6.3 8.3 9 10.4

20.4 27.9 23.3 22.6 19.5 20.5 16.7 17.1 18.5 17.9 18.1 20.7 21.6

79.6 72.1 76.7 77.4 80.5 79.5 83.3 82.9 81.5 82.1 81.9 79.3 78.4

[事故の分類]

皮下出血 0

表皮剥離 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0

暴力行為 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 2

骨折(原因不明含む) 0

その他 1

合計 7

性別
男(%)

女(%)

種別 件数

転倒・転落 4

異食・盗食・誤飲 0

稼働日数

登録者

(月初)

登録者

(開始者)

登録者

(終了者)

ケア種別

介

護

別

構

成

(

%

)

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5
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[苦情内容別割合]

〇太陽の家馬堀倶楽部

[利用状況(令和4年度)]

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

365 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

計 121 11 11 11 10 9 10 9 11 11 11 9 8

男 57 6 6 6 6 5 5 4 4 4 4 4 3

女 64 5 5 5 4 4 5 5 7 7 7 5 5

計 3 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 3 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

計 5 0 0 1 1 0 1 0 0 0 2 0 0

男 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

女 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0

通い 計 1100 109 103 103 103 97 95 88 101 112 70 58 61

宿泊 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問 計 2008 178 178 170 140 160 157 170 215 233 152 115 140

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1.83 1.4 1.8 1.5 2.1 1.6 1.6 1.9 1.3 1.7 2.3 2.3 2.5

30.9 28.2 23.8 24.2 29.6 37.3 46.8 41.9 33.2 35.7 41.4 13.9 14.9

29.5 43.9 46.6 44.7 35 32.3 32.5 31.4 25.9 24.6 0.5 17.9 18.9

0.87 2.8 2.1 2.6 2.9 0 0 0 0 0 0 0 0

36.9 23.7 25.6 27.1 30.5 28.4 19 24.8 39.6 38 55.9 65.9 63.7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27.4 33.8 35.6 37 42.8 37 28.2 17.8 15.2 14.2 21.2 23.7 21.9

72.6 66.2 64.4 63 57.2 63 71.8 82.2 84.8 85.8 78.8 76.3 78.1

稼働日数

登録者

(月初)

登録者

(開始者)

登録者

(終了者)

ケア種別

介

護

別

構

成

(

%

)

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

性別
男(%)

女(%)

職員の接遇 0

サービスの質・量 1

利用料 0

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 1

件数
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[事故の分類]

[苦情内容別割合]

その他 0

合計 1

その他 0

合計 6

件数

職員の接遇 0

サービスの質・量 0

利用料 0

説明・対応 1

被害・損害 0

人員配置 0

件数

転倒・転落 3

異食・盗食・誤飲 0

皮下出血 0

表皮剥離 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 1

暴力行為 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 2

骨折(原因不明含む) 0

種別
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〇太陽の家逸見倶楽部

[利用状況(令和3年度)]

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

365 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

計 146 11 12 12 13 13 13 13 12 12 12 11 12

男 57 3 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 6

女 89 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7 6 6

計 6 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1

男 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

女 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1

計 6 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 1 1

男 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

女 5 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 1 0

通い 計 1101 102 107 98 103 100 91 98 90 90 68 69 85

宿泊 計 10 0 0 0 1 1 1 1 2 2 1 1 0

訪問 計 2334 137 167 166 224 218 220 221 238 265 170 126 182

131 13 11.3 11.4 9.5 9.7 9.6 9.7 9.1 8.7 13 14.3 11.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2.5 0 0 0

51.5 41.8 36.5 35.2 47.9 49.5 49 45 56.4 60.2 65.7 61.7 68.9

25.4 31.8 40.9 37.1 28.7 27.3 27.6 28.8 27.9 23.8 10 11.2 9.7

11.1 13.4 11.3 16.3 14 13.5 13.8 16.6 6.7 4.8 7.9 8.7 6.7

3.47 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.3 4.1 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44.3 32.6 27.7 31.8 41.8 41.4 42.3 42.5 43.6 40.9 59.8 69.9 57.7

55.7 67.4 72.3 68.2 58.2 58.6 57.7 57.7 56.4 59.1 40.2 30.1 42.3

[事故の分類]

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 3

骨折(原因不明含む) 0

その他 0

合計 5

性別
男(%)

女(%)

種別 件数

転倒・転落 2

異食・盗食・誤飲 0

皮下出血 0

表皮剥離 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0

暴力行為 0

稼働日数

登録者

(月初)

登録者

(開始者)

登録者

(終了者)

ケア種別

介

護

別

構

成

(

%

)

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5
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[苦情内容別割合]

(4)訪問介護事業

〇定期巡回・随時対応型訪問介護看護

①稼働率の維持、向上に努める

②職員の資質の向上を行う

③感染症対策に努める

④コンプライアンスの周知

[定期巡回・随時対応型訪問介護看護契約状況]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 1 3 2 1 3 2 2 0 0 0 14

[訪問介護契約状況・訪問回数]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 1 1 3 4 0 1 2 8 1 2 23

104 104 160 174 186 210 255 233 255 282 324 368 2655

契約者数

訪問回数

職員の接遇 0

サービスの質・量 0

利用料 0

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 0

月初の実績報告と共に、空状況を伝えてます。ご利用者の状況の変化や新たな課題等を提案し担当ケアマネ

ジャーとの連絡を密に行い、サービスの向上に努めることで、居宅介護支援事業所のケアマネジャーとの信頼

関係を築き継続して依頼を受けることができてます。

外部サービスへの同行訪問を行うことで、職員の意識の改革やスキルの向上を図ることができました。虐待の

研修を行い、サービスの質を再度認識することができました。

職員の１日３回の検温やうがい・手洗いに加え、サービス前後に手指の消毒を行い常にマスクを着用し必要時

には、フェイスガードも使用しました。研修に参加をし、感染の拡大を防ぐことができました。

サービス開始と同時に介護計画書を作成し、内容をご利用者と共に確認することで、ケアプランに添ったサー

ビスを実施することができました。

件数

契約者数
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[事故の分類]

[苦情内容別割合]

(5)有料老人ホーム事業

①稼働率の向上と安定

②事務所の質の向上

③感染症予防対策

〇太陽の家公郷

[月別入退所・入院状況一覧表]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 0 0 3 0 1 2 1 0 1 8

0 0 0 0 0 1 2 0 1 1 0 0 5

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

空床の状態が続いていましたが、9月以降より営業活動強化し稼働率の向上に努めています。ご利用者や退去者

が多く稼働率が安定しませんでしたが、各関係機関へ空き状況報告や訪問により、年度内に満床にすることが

できました。継続的に空き状況報告、パンフレットの送付を行っています。

パフォーマー研修・コンプライアンス研修の参加、参加していない職員は伝達研修を行ってきました。事業所

内でも接遇マナーや認知症・虐待研修をメインに積極的に行ってきました。職員間でも言葉遣いに意識をする

ようになり、お互い少しづつ声掛けが出来ています。

国からの発令に沿って、面会・外出対応などを調整しています。施設内の定期的な換気や職員に3密を避ける行

動や1日3度の検温・手洗い・うがい・消毒・マスク2重・ゴーグルなどを徹底してきました。ご利用者にも可能

な限りでマスク・消毒・手洗い・うがいをしていただいています。

件数

職員の接遇 0

利用料 0

説明・対応 1

被害・損害 0

人員配置 0

その他 1

合計 2

その他 0 0

合計 0 0

入所

退所

入院

皮下出血 0 0

表皮剥離 0 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 0 0

骨折(原因不明含む) 0 0

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 0 0

異食・盗食・誤飲 0 0
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[入退所経路]

4 1

2 3

2 0

0 1

0 0

8 5

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

2 3 3 3 3 2 1 1 3 3 3 4 31

3 3 3 4 5 6 7 7 2 2 2 2 46

4 3 3 3 5 5 6 6 5 5 5 5 55

2 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 21

2 2 2 2 2 2 1 1 3 3 3 3 26

2.92 2.67 2.67 2.62 2.63 2.69 2.63 2.63 3.06 3.06 3.06 2.94 2.8

13 12 12 13 16 16 16 16 16 16 16 17 179

[事故の分類]

[苦情内容別割合]

〇太陽の家安浦

[月別入退所・入院状況一覧表]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 3

0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 1

その他 0

合計 1

入所

退所

入院

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 1 1

骨折(原因不明含む) 3 3

その他 0 0

合計 4 4

件数

職員の接遇 0

利用料 0

転倒・転落 0 0

異食・盗食・誤飲 0 0

皮下出血 0 0

表皮剥離 0 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

その他 特養

計 計

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

種別 件数 保険者報告件数

有料ホーム 死亡

入所経路 退所経路

居宅 居宅

老人福祉施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関等
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[入退所経路]

2 1

0 1

0 0

0 1

0 0

2 3

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48

0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 8

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4

3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 32

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

2.9 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.8 2.67 2.67 2.67 2.67 2.79

10 10 10 10 10 10 10 10 9 9 9 9 116

[事故の分類]

[苦情内容別割合]

(6)無料低額宿泊所

①満床を維持できるよう努める

退去までに生活福祉課へ連絡し、入居調整を行うことできました。また、問い合わせがあった際も、入居希望

者の急な入院等で、入居のタイミングが合わない状況があったが、市や各関係機関への定期的な連携（適宜訪

問や連絡）を計り、より密な関係構築をして、情報共有を行うようにしています。

職員の接遇 0

利用料 0

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 0 0

骨折(原因不明含む) 0 0

その他 0 0

合計 7 0

件数

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 7 0

異食・盗食・誤飲 0 0

皮下出血 0 0

表皮剥離 0 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

老人福祉施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関等

有料ホーム 死亡

その他 特養

計 計

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

入所経路 退所経路

居宅 居宅
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②感染症予防に努める(コロナ・インフルエンザ・ノロなど)

③経費削減に努める

[月別入退所・入院状況一覧表]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 5

1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

[入退所経路]

0 0

0 1

5 0

0 4

0 0

5 5

[事故の分類]

[苦情内容別割合]

件数

職員の接遇 0

利用料 0

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 1

合計 1

1日3回の検温実施し、随時、手洗い・消毒を行い体調確認しています。また、社会情勢に合わせて、面会やデ

イサービス、受診以外での外出を控えていただくなどし、感染予防に努めました。食事の席も少人数にし席を

離し感染予防は継続しています。

小さいことでも積み重ねで効果が出ることを期待し、電気、エアコンの不必要な稼働を控えるよう努めていま

す。職員全員が節電などで意識を高めています。

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 0 0

骨折(原因不明含む) 0 0

その他 0 0

入所

退所

入院

入所経路 退所経路

居宅 居宅

老人福祉施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関等

有料ホーム 死亡

合計 0 0

その他 特養

計 計

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 0 0

異食・盗食・誤飲 0 0

皮下出血 0 0

表皮剥離 0 0
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(1)特養・短期入所事業

①安定した経営と「三者満足」の実現に向けた施設作りを目指す

②ご利用者・ご家族が安心して生活できる施設を目指す

③介護のプロ意識・モチベーションの強化と働きやすい職場環境を目指す

④地域との交流を強化するために新しいこともチャレンジする

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

2917 2931 2792 2940 2998 2910 2966 2893 2937 2824 2464 2822 34394

93.9 94.5 93.1 94.8 96.7 97.0 95.7 96.4 94.7 91.1 88.0 91.0 93.9

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 5

33.1 32.7 33.5 31.9 30.6 32.5 32.5 31.5 30.8 31.6 31.7 30.2 382.6

37.2 38.5 35.9 36.8 38.7 39.0 39.6 39.0 39.5 39.7 40.0 40.3 464.2

28.6 27.8 39.5 30.2 29.6 28.5 28.0 29.5 29.7 28.7 28.3 29.6 358.0

3.9 3.9 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

99.9 100 110 99.9 99.9 100 100 100 100 100 100 100 1210

7.太陽の家座間(特養事業・短期入所事業・居宅介護支援事業)

前述の認知症研修は地域連携交流として、座間市などに小多機・サ高住・認知症サロンを運営している名の知

れた方に講師をしていただきました。また自治会行事中止が多い中定例の美化清掃に複数名参加できました

が、コロナ禍感染状況を鑑みて2月に設定していた新しい試みの「地域の方参加型の体験会」はまん防延長で開

催が叶いませんでした。防災訓練も協力を仰いでいた消防署が自粛していたため実施できませんでした。しか

し夏改め秋祭りは場所を屋上にして3年ぶりに開催し、感染対策をしっかりとり眺望良い中でご利用者、職員と

も風を感じながら笑顔で楽しむことができました。

利用者総数

稼働率

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

特養短期併せて年間平均稼働率97％を目指しましたが、ケアマネージャー相談員退職の補填ができずマンパ

ワー不足により速やかな事前面談等の実施が滞り契約が進みませんでした。短期平均稼働率は後半105％超（年

度末3ヶ月は114%超）と一矢報いましたが退去の穴を埋めきれるまではいかず、96.7％と若干未達となりまし

た。また看護師・個別機能訓練士退職の補填もできずやむなく２つの加算の取り下げと新規加算取得もできな

いことにより収入にも大きく響いてしまいました。

情報共有・多職種連携については、定期カンファレンスとユニット会議を月の第2週に一律定例設定したため開

催の定着と多職種間の意見交換を図ることができました。またコロナ禍による面会制限の中で3ヶ月毎にご利用

者とロングショートステイご利用者のご家族に「最近の様子」と題して写真入りの近況報告を発送し、喜びの

声を多数いただき好評を得ることができました。また各ユニットが工夫を凝らしたレクリエーションを開催す

るようになり、撮影した写真をユニットに掲示して会話が弾むきっかけが増えました。

最低年3回の常勤面談は実施することができましたが、非常勤面談は何かあった時の面談だけになってしまいま

した。新入職員OJTについては従来のやり方を見直し新方式で取組み、改良を重ねています。外部講師招聘研

修は毎月実施のリーダー研修以外に、実践事例が多い認知症研修を開催し、職員もより身近に捉えることがで

きていたようです。
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[利用者状況(年度末時点)]

85 歳 88.3 歳

99 歳 103 歳

[年齢別・介護度別利用状況一覧]

介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 0 0

0 0 2 0 0

0 0 2 0 3

0 0 1 3 6

0 0 2 8 8

0 0 8 20 8

0 0 18 20 9

0 0 33 51 34

0% 0% 28% 43.2% 28.8%

[入退所状況]

・月別入退所・入院状況一覧表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

3 3 1 3 3 0 1 0 0 0 3 5 22

3 2 2 3 0 1 0 1 3 5 2 3 25

4 8 5 3 5 4 7 6 6 3 2 5 58

・入退所経路一覧

11 1

3 0

1 0

4 8

0 8

3 8

22 25

・健康管理業務

名 名

名

＜往診・入院者数＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

115 93 138 119 128 131 142 153 141 128 115 132 1535

7 4 3 11 8 13 11 9 9 7 3 7 92

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 8 18 41 38 39 15 12 12 6 7 18 229

皮膚

歯科

計 計

健康診断の実施 予防接種の実施

実施日 利用者数 種別 利用者数

9月10日 97 インフルエンザ 101

新型コロナ 283

内科

精神

退所

入院

太陽の家座間

入所経路 退所経路

居宅 居宅

介護老人保健施設 介護老人保健施設

介護保険施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関（療養型を含む）

認知症対応型共同生活介護 看取り

特定施設 その他

80歳～84歳 18 15.3%

85歳～89歳 36 30.5%

90歳以上 47 39.8%

計 118 100%

構成比 100%

入所

平均年齢

最高齢者

合計 構成比

64歳以下 0 0%

65歳~69歳 2 1.7%

70歳～74歳 5 4.2%

75歳～79歳 10 8.5%

男性 女性
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[療養食の状況]

療養食加算　月平均 0 件

[行事実施報告]

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

[ボランティア受入状況]

新型コロナウィルス感染症流行のため、受入れ中止継続としました。

[事故の分類]

[苦情件数]

説明・対応 2

被害・損害 1

人員配置 0

その他 0

合計 4

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 17 5

骨折(原因不明含む) 2 2

その他 3 0

合計 271 7

件数

職員の接遇 1

利用料 0

転倒・転落 72 0

異食・盗食・誤飲 1 0

皮下出血 125 0

表皮剥離 42 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 3 0

暴力行為 1 0

行事・外出活動他

お花見レク

菖蒲湯レク・屋上マックレク・おやつレク

誕生日会

すいか割りレク・ユニットプチ夏祭りレク・流しそうめんレク

誕生日会

敬老会・防災訓練（夜間想定訓練）

秋祭り・芋ほりレク

誕生日会・焼き芋レク

クリスマス会・ゆず湯レク

初詣・正月レク

誕生日会・焼き芋レク

防災訓練（非常階段車椅子昇降訓練）

種別 件数 保険者報告件数
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〇短期入所事業

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

927 606 544 528 596 526 552 590 627 672 734 643 7545

105 97.7 90.7 85.2 96.1 87.7 89.0 98.3 101 108 131 104 99.5

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

8.0 4.6 4.4 8.3 8.1 9.1 9.2 8.0 3.2 1.3 2.5 5.1 71.8

11.8 16.8 11.2 12.3 17.3 12.4 16.8 11.5 13.7 6.7 6.0 9.3 146

22.5 22.8 30.5 26.9 22.0 17.9 16.5 22.4 21.1 29.5 33.9 36.7 303

32.4 30.9 34.9 32.8 31.0 31.6 31.7 35.9 39.2 43.9 43.3 34.9 423

25.4 24.9 18.9 19.7 21.6 29.1 25.7 22.2 22.2 17.6 13.4 13 254

3.6 3.5 3.5 3.4 3.4 3.6 3.5 3.5 3.6 3.7 3.6 3.4 3.5

100 100 99.9 100 100 100 99.9 100 99.4 99 99.1 99 1197

[利用者状況(年度末時点)]

85.6 歳 87.7 歳

96 歳 104 歳

[年齢別・介護度別利用状況一覧]

支援１ 支援２ 介護1 介護2 介護3 介護4 介護5

0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 2 0 1 0

0 0 2 1 0 2 1

1 0 0 4 4 5 2

0 0 5 5 5 7 5

0 0 3 7 12 11 3

0 0 3 10 13 12 2

1 0 14 29 34 38 13

0.8% 0% 10.9% 22.5% 26.4% 29.5% 10.1%

[事故の分類]

作業ミス(誤配膳・爪切り) 3 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 13 0

骨折(原因不明含む) 1 0

その他 4 0

70歳～74歳 6 4.7%

75歳～79歳 16 12.4%

80歳～84歳 27 20.9%

85歳～89歳 36 27.9%

90歳以上 40 31.0%

計

合計 87 0

構成比 100%

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 43 0

異食・盗食・誤飲 1 0

皮下出血 12 0

表皮剥離 10 0

129 100%

要介護4

要介護5

平均介護度

男性 女性

平均年齢

最高齢者

合計 構成比

64歳以下 1 0.8%

65歳~69歳 3 2.3%

利用者総数

稼働率

要介護1

要介護2

要介護3
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[苦情件数]

(2)居宅介護支援事業

①安定した事業運営

②施設に属する居宅介護支援事業所としての役割の遂行

③専門職としての技術の向上

[利用状況一覧]

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

要介護者 件数 580 49 51 49 47 47 47 48 46 50 50 49 47

[苦情内容別割合]

合計 0

担当件数65件の維持は、要支援・要介護を合わせた担当件数平均が57件と目標は達成する事ができませんでし

た。新規は37件あり、多くが地域包括支援センターの依頼、続いて担当ご利用者やご家族からの紹介、終了し

たケースのご家族からの紹介が多くなりました。特定事業所加算算定要件の、主任介護支援専門員資格は要件

を満たすことができましたが、人員については担当件数の維持ができていないため人員補充の時期を再検討す

ることにしました。

ロングショート担当ケアマネの依頼は11件あり、本入所へ移行されたケースが10件となりました。面接への同

行も行い、速やかにショートステイの利用ができるよう協力体制を築いています。各種資格試験受験者への学

習サポートも定期的に行い、学習資料の配布や情報提供・相談等を行いました。知名度を上げる取り組みとし

て地域住民も参加できる体操教室やワークショップの開催を予定していましたが、感染症の感染拡大により開

催は延期。感染対策をしっかり行い次年度に開催できるよう企画していきます。

Zoomでの研修が再開され、市介護支援専門員協会主催の研修に4回参加。太陽の家座間施設ケアマネ・相談員

との勉強会は年3回開催予定でしたが、人員等の調整が困難になり1回のみ開催となりました。

件数

職員の接遇 0

利用料 0

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

件数

職員の接遇 1

利用料 0

説明・対応 1

被害・損害 0

人員配置 1

その他 0

合計 3
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(1)特養・短期入所事業

①安定した経営と選ばれる施設を目指す

②ご利用者とご家族の思いを大切にして、個別ケアの実践を目指す

③職員がやりがいを感じられる職場環境を目指す

④地域との交流を通して、認知度の向上及び地域の一員であることの自覚を持つ

目標は達成しました。特養の稼働率を常に97.5以上維持することが特短合わせた稼働率100％を達成するために

は必要です。その為、入院者の減少、医療の対応力の強化を今後も課題とします。ロングショートステイの安

定した確保が課題で空床利用時にスムーズに繋げる為には常時3本維持していく必要があります。

経費について特に物品の在庫管理にについて在庫過多になることが多く散見されています。担当者決め等、早

急な改善が必要です。

ケアマネを中心とし、5つの加算算定を実施できました。残された課題について3点です。

・計画書を知らない介護職も多く浸透が出来ていません。

・排泄支援加算を各ユニット一人ずつ事例を挙げて自立支援に取り組んでいく事で浸透を図る必要がありま

す。

・計画書をバラバラに送付することもあり、確実に統一して送付できるよう4月から整える必要があります。

24シートは第3表・第4表として運用中だが内容の精度はまだ向上する余地があると考えます。モニタリングに

ついて概ね浸透できていると思いますが、改定が数回あり定着がうまくいかなかったユニットが2ユニットあり

ます。今後も進捗チェックが必要です。

コロナ禍で家族がユニットへ足を運ぶことがないため、第三者の目がない事によるケアの質の低下が考えられ

たが、これについて具体的な取り組みまでは結び付けられませんでした。取り組みが明確でなかったことが要

因と考えられる為、4月から具体的な取り組みの一つとして、権利擁護、不適切ケア防止の視点で体制を構築し

ていく必要があります。

ユニット費の清算について、進捗の把握が出来ていなかった為、3ユニットがユニット費をオーバーしていま

す。このような事がないよう進捗チェックをしていく必要があります。

各ユニットでは概ね毎月1回のイベント開催しました。施設イベントは8回実施（4回中止）。ボランティアによ

る演奏会２回。直接面会9月～12月、3月に実施　合計460回（入居者数約50名）　1月19日までTV面会68回実

施

ユニットリーダー降格1名。ユニットリーダー昇格3名。主任昇格3名。

委員会やユニット会議は月1回開催。ゾーニング中の会議開催についてはリモートで開催。フロア会議は開催出

来ていないことがあり、今後は主任主体で体制構築が必要です。

職員マッサージはコロナ禍で開催率約40％。職員からのニーズがある為、対策強化等、開催については改善が

必要です。

清掃活動を通し職員の地域へのかかわりを増やす良い機会だったが、開催日が日曜日の為、1回につき1～2名の

参加でした。年間参加回数8回。町内会への貸し出しは定期的にあった貸出件数15件。主に土日に貸し出しを実

施します。

地域とのつながりはコロナ禍でも構築できています（清掃活動や、第三者委員会での意見交換）。しかし、防

災関係の体制強化についてはR4年度の課題となります。

口コミで地元地域からの特養の申請やショートの利用が数件ありました。また、地域への知名度は年々向上し

ています。今後も地域に根差す為には施設として何を取り組むかを考える必要があります。

入職者27名（43）退職者28名（36）R4年度新卒者7名。

8.太陽の家横濱羽沢(特養・短期入所事業・通所事業 太陽の家神大寺)
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[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

110 112 112 110 111 111 110 110 111 110 110 112 1329

99.5 96.9 98.2 98.4 97.2 96 96.8 97.9 97.4 97.2 95.3 95 97.2

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 9 9 9 9 9 9 8 7 8 9 9 104

48 49 50 50 50 50 49 49 51 49 47 49 591

53 54 53 51 52 52 52 53 53 53 54 54 634

4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4

110 112 112 110 111 111 110 110 111 110 110 112 1329

[利用者状況(年度末時点)]

86.3 歳 87 歳

100 歳 100 歳

[年齢別・介護度別利用状況一覧]

介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 0 1

0 0 0 0 1

0 0 1 2 4

0 0 1 5 5

0 0 2 11 7

0 0 2 23 16

0 0 6 23 26

0 0 12 64 60

0 0 9% 47% 44%

[入退所状況]

・月別入退所・入院状況一覧表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

2 2 2 1 1 2 3 1 1 2 3 5 25

0 2 3 0 2 4 1 0 3 3 3 5 26

3 6 3 3 7 7 4 3 3 4 5 5 53

・入退所経路一覧

21 0

3 0

0 0

0 4

1 6

1 15

26 25

構成比 100%

介護保険施設 老人福祉施設

医療機関等 医療機関（療養型を含む）

70歳～74歳 7

入所

退所

入院

入所経路 退所経路

居宅 居宅

介護老人保健施設 介護老人保健施設

認知症対応型共同生活介護 看取り

特定施設 その他

計 計

5%

75歳～79歳 11 8%

80歳～84歳 20 15%

85歳～89歳 41 30%

90歳以上 55 40%

計 136 100%

要介護4

要介護5

平均介護度

男性 女性

平均年齢

最高齢者

合計 構成比

64歳以下 1 1%

65歳~69歳 1 1%

利用者総数

稼働率

要介護1

要介護2

要介護3
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・健康管理業務

名 名

名

＜往診・入院者数＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

139 128 141 150 138 138 141 147 154 152 142 150 1720

25 36 49 48 49 47 52 51 51 42 55 52 557

40 38 42 45 34 36 40 46 50 51 36 45 503

40 33 110 80 110 43 42 67 69 27 59 69 749

[療養食の状況]

8 件

[行事実施報告]

［場所貸し]第一町内会、うさぎ山町内会、片倉地区社協、天屋ビーバーズ（少年野球）

4月
寿司処なか邑・ユニットイベント（絵葉書作り、フルーツサンドづくり、お茶会、蒸しパン、

ベビーカステラ作り、花見）・うさぎ山清掃活動

皮膚

歯科

療養食加算　月平均

行事・外出活動他

6月
豪豪カレー・ユニットイベント（パン祭り、餃子、味付き御飯、焼き芋、あんみつ作り）・うさぎ山

清掃活動

内科

精神

1月

2月

3月

お屠蘇・うさぎ山清掃活動

節分豆まき（ユニット単位）・ユニットイベント（サンドイッチ＆ナポリタン）・うさぎ山清掃活動

ユニットイベント（ひなまつり、海鮮バイキング、天ぷら、鮪刺身）・うさぎ山清掃活動

7月 流しそうめん・ユニットイベント（手作り餃子、魚を調理、夏祭り）・うさぎ山清掃活動

8月

9月

10月

11月

12月

BBQ・ユニットイベント（かき氷、絵葉書、DVD鑑賞、納涼祭、スイカ割）・うさぎ山清掃活動

敬老会・ユニットイベント（朝食バイキング、敬老のお祝い、花火）・うさぎ山清掃活動

秋祭り（月見団子、おはぎ、和食・中華調理、ハロウィンパーティ、低糖質パンプキンケーキ、ケー

キバイキング、スイートポテト）・うさぎ山清掃活動・保育室とハロウィン

ラーメン羽沢軒・ユニットイベント（チョコババロア、スイートポテト、バナナパフェ、紅葉ドライ

ブ、うどん作り）・うさぎ山清掃活動

Xmas（ユニット単位）・うさぎ山清掃活動

健康診断の実施 予防接種の実施

実施日 利用者数 種別 利用者数

2021.7.19 108 インフルエンザ 105

新型コロナ 109

5月
Le　Lien　café・ユニットイベント（鯛焼き、映画上映、クリームあんみつ、カラオケ大会、BBQ）

・うさぎ山清掃活動
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[ボランティア受入状況]

数

7

25

[事故の分類]

[苦情件数]

〇短期入所事業

[稼働状況(令和3年4月1日～令和4年3月31日)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

321 329 360 358 337 339 406 375 399 409 356 389 4378

107 106 120 115 109 113 131 125 129 132 127 125 120

[平均介護度(月末時点)]

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

7 6 6 6 6 0 0 0 0 0 0 3 34

10 8 7 5 0 0 0 0 0 0 4 0 34

49 25 31 23 41 39 32 23 35 37 19 42 396

52 39 41 68 44 71 68 65 46 74 63 61 692

89 93 106 110 111 121 117 125 142 156 113 96 1379

71 103 97 84 89 56 117 120 120 96 102 105 1160

43 55 72 62 46 52 72 42 56 46 55 82 683

3.0 3.4 3.4 3.3 3.2 3.0 3.3 3.2 3.3 3.1 3.3 3.3 3.2

その他 0

合計 3

利用者総数

稼働率

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

平均介護度

その他 29 2

合計 275 31

件数

職員の接遇 1

利用料 0

説明・対応 2

被害・損害 0

人員配置 0

皮下出血 94 1

表皮剥離 25 1

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 34 24

骨折(原因不明含む) 1 5

ボラ団体・内容 活動実績

アンサンブルいずみ ピアノコンサート7月・12月

中ライオンズクラブ 草刈り

種別 件数 保険者報告件数

転倒・転落 92 2

異食・盗食・誤飲 0 1
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[利用者状況(年度末時点)]

86.5 歳 85.4 歳

103 歳 104 歳

[年齢別・介護度別利用状況一覧]

支援1支援2介護1介護2介護3介護4介護5

0 0 0 1 0 0 1

0 0 0 0 1 0 0

0 0 1 2 3 2 0

0 0 1 2 4 4 1

1 1 3 0 5 6 4

0 0 3 3 7 9 7

0 1 6 13 17 17 7

1 2 14 21 37 38 20

0.75% 1.50% 10.53% 15.79% 27.82% 28.57% 15.04%

[事故の分類]

[苦情件数]

(2)通所事業　太陽の家神大寺

①稼働率の向上と平均稼働率70%の達成と維持

説明・対応 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 0

令和3年度の年間平均稼働率は45.6％であり、目標とした70％には届かず、新規契約者も月２名を目標としてい

ましたが、月平均1名でした。欠席時の振替利用や、利用回数の増加の提案なども行い、それなりの効果は見ら

れましたが、稼働率の減少の大きな歯止めにはなりませんでした。近隣の居宅介護支援事業所への訪問営業を

実施し、選ばれるサービスとなるよう知名度ＵＰを図ります。

0

合計 26 9

80歳～84歳 20 15.04%

85歳～89歳 29 21.80%

90歳以上 61 45.86%

計 133 100%

構成比 100%

種別 件数 保険者報告件数

件数

職員の接遇 0

利用料 0

転倒・転落 15 0

異食・盗食・誤飲 0 0

皮下出血 3 0

表皮剥離 1 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 6 7

骨折(原因不明含む) 0 2

その他 1

平均年齢

最高齢者

合計 構成比

64歳以下 2 1.50%

65歳~69歳 1 0.75%

70歳～74歳 8 6.02%

75歳～79歳 12 9.02%

男性 女性
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②ご利用者が行くのを楽しみになるような施設(デイサービス)づくり

③働き甲斐のある職場環境づくりと、職員サービスの質の向上を目指す

④地域への存在アピール　みんなが知っている施設を目指す

[利用状況(年度末時点)]

82.5 歳 86.1 歳

93 歳 102 歳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

26 26 26 27 26 26 26 26 25 24 24 27 309

195 209 187 191 187 205 189 180 163 134 124 154 2118

7.5 8 7.2 7.1 7.2 7.9 7.3 6.9 6.5 5.6 5.2 5.7 82.1

50 53.5 47.6 47.1 47.9 52.5 48.4 46.1 43.4 37.2 34.7 38 45.5

23 21 23 24 24 23 23 23 21 22 21 22 270

0 2 1 1 0 1 1 0 2 1 2 1 12

2 0 0 1 1 1 1 2 1 2 1 2 14

21 23 24 24 23 24 23 21 22 21 22 21 269

2.8 2.8 2.7 2.7 2.5 2.5 2.6 2.5 2.3 2.2 2.3 2.5 2.53

0 3 5 4 5 4 4 5 4 4 4 4 46

9 9 7 9 9 12 13 12 12 10 12 13 127

11 11 13 17 21 20 19 21 28 25 22 24 232

52 52 53 55 64 64 56 60 55 46 17 16 590

78 83 63 53 37 59 45 35 28 28 53 77 639

39 44 42 46 44 40 45 40 30 15 12 16 413

6 7 4 7 7 6 7 7 6 6 4 4 71

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

195 209 187 191 187 205 189 180 163 134 124 154 2118

26 37 64 22 19 17 35 29 39 42 38 34 402

要介護4

要介護5

その他

種

別

通所介護

キャンセル

介

護

別

延

べ

人

数

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

男性 女性

平均年齢

最高齢者

稼働日数

全体(延べ人数)

全体 (平均利用者数)

稼働率

月初登録者数

開始利用者数

終了利用者数

月末登録者数

平均介護度

酸素ボックスを親しみやすい物となるよう、外部をご利用者の作品などで装飾、内部も海中をイメージした作

品で装飾しました。ご覧になった方には好評でした。また、選択して行うレクも実施し、ご利用者がこちらで

用意した物を行うのではなく、ご自身で選んで楽しめるものを提供しました。今後も選択肢に繋がるものを増

やしていくため、アンケートも実施し、ニーズの把握に努め、より楽しい施設づくりへとつなげます。

職員に担当業務を割り振り、業務上の役割を持ち、責任を持って業務に当たっています。また、動きの少ない

職員には指示や方法の指導など行っています。研修については、サービス業としての意識を高める内容の物を

行いたかったが、実施できませんでした。今後、eラーニングなど上手く使い、実施していきます。

ブラックボードで看板を出すなどしたことで、身近な施設として相談や声掛けをしてくださる地域の方が増え

てきています。本来、地域の方へ地域の自治会活動への協力をしていく予定でしたが、総会やイベントなどの

コロナウイルスでの活動自粛が重なり、協力をして頂く事が難しい状況が続きました。役員の方とは、当施設

の運営推進会議などでご協力を頂いて、繋がりは維持できているので、次年度は状況を見ながら協力をしてい

きます。
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[事故の分類]

[苦情内容別割合]

4 0

作業ミス(誤配膳・爪切り) 0 0

暴力行為 0 0

薬(誤薬・服薬漏れ・落下薬) 0 0

利用料 0

説明・対応 0

種別 件数 保険者報告件数

骨折(原因不明含む) 0

転倒・転落

0

その他 2 0

合計 7 0

件数

職員の接遇 0

異食・盗食・誤飲 0 0

皮下出血 0 0

表皮剥離 1 0

被害・損害 0

人員配置 0

その他 0

合計 0
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①外来・訪問診療の拡大と、それに対応できる人材の育成

②訪問診療の内容充実

③職員のスキルアップ

[利用状況]

歯科事業　事業所別利用状況(令和3年度)

〇太陽の家附属歯科診療所

年計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

件数 922 73 71 81 79 81 79 70 79 80 71 76 82

平均点 1480 1410 1254 1395 1395 1477 1712 1555 1642 1162 1883 1394 1480

件数 77 7 8 6 6 4 5 3 8 7 7 8 8

平均点 2064 2048 1903 1416 3316 1522 1933 2420 2506 1664 1795 2141 2101

件数 2134 154 155 174 169 152 193 200 195 177 191 173 201

平均点 800 787 779 766 729 789 809 798 878 692 827 818 924

件数 1432 109 113 119 127 110 121 125 132 120 115 105 136

平均点 1123 1227 1113 1311 1088 1188 1262 1156 1154 1241 1223 121 1391

介護保険 件数 149 8 9 9 15 16 15 14 15 13 13 11 11

〇歯科診療所優会

年計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月

件数 731 70 63 58 71 44 61 70 58 70 55 49 62

平均点 1133 1210 1041 1050 1084 962 1068 1318 1289 887 1346 1145 1194

件数 39 2 5 4 6 5 0 1 2 3 4 3 4

平均点 1771 1273 1350 3202 1578 797 0 1270 1618 3077 2346 2040 2701

件数 572 34 42 76 71 53 41 34 51 40 27 50 53

平均点 930 1267 925 924 885 947 705 895 923 873 951 885 984

件数 1242 124 124 122 141 93 84 68 68 92 106 96 124

平均点 1001 1309 896 873 1438 992 728 1418 1449 842 661 832 577

介護保険 件数 32 2 5 4 6 5 0 1 2 2 3 1 1

昨年同様今年も人事の対応におわれた1年でした。経営状態は収入に関して、予算は達成しましたが、人件費の

割合が大きく、決算では赤字の資金収支でした。経費の削減に努めていきます。令和4年2月あさくら苑より施

設全体の診療依頼が有り、50名の患者が増えました。受付助手入職、育成をしています。

コロナの影響か、居宅の要望は少なく利用者の増加には至りませんでした。『食べるは生きる』の食支援まで

に至りませんでした。今年度は、医師・衛生士・助手の退職が続き、診療の充実が出来ませんでした。

9.歯科事業

外来

居宅

往診

法人

施設

他法人

施設

外来

居宅

往診

法人

施設

他法人

施設

専門講習会がオンラインで開催されて、個々人の能力アップにはつながっても、全体のレベルアップにはつな

がりませんでした。毎月1回の勉強会も時間の制約により不十分でした。施設での講習会を行い、全体的なスキ

ルアップを図りました。又、摂食嚥下の専門性を有する衛生士を採用し、全体のスキルアップを図っていま

す。
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